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長
禄
元
年
（
一
四
五
七
）

・
河
越
城
築
城

文ぶ
ん

明め
い

二
年
（
一
四
七
〇
）

・
河
越
城
で
連
歌
会
を
催
す

同
十
八
年
（
一
四
八
六
）

・
太
田
道
灌
殺
さ
れ
る

天て
ん

文ぶ
ん

六
年
（
一
五
三
七
）

・
北ほ

う

条
じ
ょ
う

為た
め

昌ま
さ

が
城
主
に
な
る

同
十
五
年
（
一
五
四
六
）

・
河
越
合
戦
（
河
越
夜
戦
）
で

扇
谷
上
杉
氏
が
滅
亡

天て
ん

正し
ょ
う

十
八
年
（
一
五
九
〇
）

・
豊と

よ

臣と
み

秀ひ
で

吉よ
し

の
軍
が
、
小お

田だ

原わ
ら

城
・
川
越
城
を
攻
め
落
と
す

・
酒さ

か

井い

重し
げ

忠た
だ

が
城
主
に
な
る

慶け
い

長ち
ょ
う

五
年
（
一
六
〇
〇
）

・
関
ケ
原
の
合
戦

同
八
年
（
一
六
〇
三
）

・
徳と

く

川が
わ

家い
え

康や
す

が
江
戸
幕
府
開
府
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築
城
の
背
景

室
町
時
代
初
期
、
幕
府
は
鎌か

ま

倉く
ら

に
関
東
を
治
め
る
鎌
倉
府
を
置
き

ま
し
た
。
そ
の
長
官
に
あ
た
る
鎌

倉
公く

方ぼ
う

は
、
将
軍
家
の
一
族
で
あ

る
足あ

し

利か
が

氏
が
務
め
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
し
だ
い
に
幕
府
と
相
反

し
た
動
き
が
顕
著
に
な
り
、
幕
府

と
の
関
係
が
悪
化
し
て
し
ま
い
ま

す
。
永え

い

享
き
ょ
う

十
年
（
一
四
三
八
）、

第
六
代
将
軍
の
足
利
義よ

し

教の
り

は
、
鎌

倉
公
方
足
利
持も

ち

氏う
じ

の
討
伐
を
、
鎌

倉
府
の
次
官
に
当
た
る
関
東
管
領

の
山
内

や
ま
の
う
ち

上
杉
憲の

り

実ざ
ね

に
命
じ
ま
す
。

関
東
管
領
を
補
佐
し
て
い
た
扇
谷

上
杉
持
朝
も
憲
実
を
支
援
し
た
結

果
、
持
氏
の
自
害
と
い
う
形
で
収

束
し
ま
し
た
。

新
た
に
鎌
倉
公
方
に
な
っ
た
足

利
成し

げ

氏う
じ

は
、
宝ほ

う

徳と
く

元
年
（
一
四
四

九
）
に
鎌
倉
に
入
り
ま
し
た
。
成

氏
は
、
幕
府
か
ら
独
立
し
た
東
国

支
配
を
確
立
す
る
た
め
、
関
東
東

北
部
の
勢
力
を
味
方
に
し
ま
す
。

さ
ら
に
享

き
ょ
う

徳と
く

三
年
（
一
四
五
四
）、

関
東
管
領
で
あ
る
上
杉
憲の

り

忠た
だ

（
憲

実
の
子
）を
殺
し
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
事
件
に
よ
り
、
幕
府
は
上
杉

氏
に
成
氏
討
伐
を
命
じ
ま
す
。
こ

れ
に
対
し
成
氏
は
、
康こ

う

正
し
ょ
う

元
年

（
一
四
五
五
）
に
下
総
国

し
も
ふ
さ
の
く
に

古こ

河が

（
現
在
の
古
河
市
）
に
本
拠
地
を

移
し
、
古
河
公
方
を
称
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

上
杉
氏
と
古
河
公
方
の
対
立
が
鮮

明
に
な
り
ま
し
た
。

川
越
城

川
越
城

川
越
城
ににに
流流流
れ
た
、

れ
た
、

れ
た
、
五
百
五
十
年

五
百
五
十
年

五
百
五
十
年
ののの
時
間
時
間
時
間

長
ち
ょ
う

禄ろ
く

元
年
（
一
四
五
七
）、
扇
谷

お
う
ぎ
が
や
つ

上う
え

杉す
ぎ

持も
ち

朝と
も

の
命
に
よ
り
、
家
臣
の
太お

お

田た

道ど
う

真し
ん

・
道ど

う

灌か
ん

親
子
が
築
い
た
河か

わ

越ご
え

城
。

江
戸
時
代
に
は
、
城
の
拡
張
や
城
下
町
の
整
備
が
行
わ
れ
、
川
越
藩
の
政
治
・
経
済
の
中
心
と
し
て
発
展
し
ま

し
た
。
築
城
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
三
十
人
余
り
の
城
主
を
迎
え
た
川
越
城
も
、
明
治
維
新
後
は
建
物
の
解
体
・

撤
去
や
払
い
下
げ
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
今
で
も
本
丸
御
殿
の
玄
関
な
ど
一
部
が
残
っ
て
い
ま
す
。

川
越
城
築
城
五
百
五
十
年
を
迎
え
た
こ
と
し
。
こ
の
企
画
記
事
で
は
築
城
当
時
の
様
子
を
中
心
に
、
川
越
城

に
流
れ
た
時
間
を
追
っ
て
み
ま
し
た
。

＊
こ
の
記
事
で
は
、
中
世
は
「
河
越
」
を
使
用
し
、
そ
れ
以
外
の
場
合
は
「
川
越
」
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
…
広
報
室
広
報
担
当
・
℡
内
線
３
５
２
２

室町安土・桃山江戸

築
城
か
ら
現
在
ま
で

嘉永元年（1848）に建設された川越城本丸御殿。嘉永元年（1848）に建設された川越城本丸御殿。嘉永元年（1848）に建設された川越城本丸御殿。
550年の歴史を持つ川越城の、本丸に造営された最後の建物です550年の歴史を持つ川越城の、本丸に造営された最後の建物です550年の歴史を持つ川越城の、本丸に造営された最後の建物です

と

き
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な
ぜ
、
河
越
に
？

当
時
の
利
根
川
は
、
荒
川
と
合

流
し
て
現
在
の
隅
田
川
を
通
り
、

東
京
湾
に
注
い
で
い
ま
し
た
。
こ

の
利
根
川
と
荒
川
を
中
心
と
し
て

東
側
が
古こ

河が

公く

方ぼ
う

の
勢
力
圏
、
西

側
が
上う

え

杉す
ぎ

氏
の
勢
力
圏
と
な
り
ま

し
た
。
上
杉
氏
は
、
古
河
に
根
拠

地
を
置
く
古
河
公
方
に
対
抗
す
る

た
め
、
長

ち
ょ
う

禄ろ
く

元
年
（
一
四
五
七
）

扇
谷

お
う
ぎ
が
や
つ

上
杉
家
の
当
主
持も

ち

朝と
も

の
住

居
が
あ
っ
た
河か

わ

越ご
え

と
、
江
戸
に
城

を
築
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

河
越
城
を
本
拠
地
と
し
、
五
十
子

い

か

つ

こ

の
陣
（
現
在
の
本ほ

ん

庄
じ
ょ
う

市
）
・
岩い

わ

槻つ
き

城
・
江
戸
城
を
前
線
基
地
と
し

た
防
御
態
勢
が
整
い
ま
し
た
。

河
越
城
を
地
形
的
に
見
る
と
、

武
蔵
野
台
地
の
最
東
北
端
に
位
置

し
て
い
ま
す
。
当
時
、
城
の
北
側

自
然
の
要
害
で
し
た
。
地
形
的
に

河
越
城
を
築
い
た
場
所
は
、
築
城

に
適
し
た
場
所
だ
っ
た
の
で
す
。

築
城
後
、
戦
乱
の
地
に

築
城
当
時
の
様
子
は
史
料
が
不

足
し
て
い
る
た
め
、
よ
く
わ
か
っ

て
い
ま
せ
ん
。
築
城
者
に
つ
い
て

は
、
太お

お

田た

道ど
う

真し
ん

と
す
る
記
録
類
も

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
多
く
は

江
戸
時
代
に
作
成
さ
れ
、
誤
記
や

誇
張
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
長
禄

元
年
前
後
は
、
道
真
・
道ど

う

灌か
ん

は
常

に
行
動
を
共
に
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
河
越
城
は
、
道
真
・
道

灌
が
協
力
し
て
築
城
し
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

を
西
か
ら
東
に
向
か
っ
て
赤
間
川

が
流
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
北

か
ら
東
に
か
け
て
は
高
低
差
十
五

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
低
地
に
田
畑
が

広
が
り
、
南
は
泥
湿
地
で
、
正
に

持
朝
が
没
し
た
応お

う

仁に
ん

元
年
（
一

四
六
七
）
に
、「
応
仁
の
乱
」
が

始
ま
り
ま
し
た
。
京
の
混
乱
は
や

が
て
全
国
に
広
が
り
、
大
名
ど
う

し
が
勢
力
を
争
う
時
代
に
な
り
ま

す
。
関
東
は
、
古
河
公
方
・
扇
谷

上
杉
氏
・
山
内

や
ま
の
う
ち

上
杉
氏
と
、
山
内

上
杉
氏
の
家
臣
で
あ
っ
た
長な

が

尾お

氏

の
対
立
に
、
新
興
勢
力
の
後ご

北ほ
う

条
じ
ょ
う

氏
が
加
わ
り
ま
す
。
激
し
い

勢
力
争
い
の
末
、
扇
谷
上
杉
氏
は

天て
ん

文ぶ
ん

十
五
年
（
一
五
四
六
）
の
河

越
合
戦
に
よ
り
滅
亡
し
ま
し
た
。

こ
れ
以
降
、
河
越
は
後
北
条
氏

の
実
質
的
な
領
地
と
な
り
、
河
越

城
は
小お

田だ

原わ
ら

城
の
支
城
と
し
て
新

た
な
時
代
を
迎
え
ま
す
。

寛か
ん

永え
い

四
年
（
一
六
二
七
）

・
酒
井
忠た

だ

勝か
つ

が
城
主
に
な
る

同
十
五
年
（
一
六
三
八
）

・
川
越
大
火

同
十
六
年
（
一
六
三
九
）

・
松ま

つ

平
だ
い
ら

信の
ぶ

綱つ
な

が
城
主
に
な
る

承じ
ょ
う

応お
う

元
年
（
一
六
五
二
）
ご
ろ

・
川
越
城
の
拡
張
工
事
開
始

寛か
ん

文ぶ
ん

年
間（
一
六
六
一
〜
七
三
）

・
川
越
城
の
拡
張
工
事
が
完
成

弘こ
う

化か

三
年
（
一
八
四
六
）

・
川
越
城
二
の
丸
が
炎
上

嘉か

永え
い

元
年
（
一
八
四
八
）

・
本
丸
御
殿
を
造
営

明
治
元
年
（
一
八
六
八
）

・
大
政
奉
還

同
三
年
（
一
八
七
〇
）
ご
ろ

・
川
越
城
の
解
体
始
ま
る

大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）

・
川
越
城
跡
が
県
指
定
史
跡
に

指
定
さ
れ
る

昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）

・
本
丸
御
殿
が
初は

つ

雁か
り

武
徳
殿
に

名
称
変
更

同
二
十
年
（
一
九
四
五
）

・
終
戦

同
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）

・
本
丸
御
殿
が
県
指
定
有
形
文

化
財
に
指
定
さ
れ
る

同
六
十
三
年
（
一
九
八
八
）

・
家か

老ろ
う

詰つ
め

所し
ょ

を
移
築
復
元
す
る

平
成
三
年
（
一
九
九
一
）

・
家
老
詰
所
が
県
指
定
有
形
文

化
財
に
追
加
指
定
さ
れ
る

同
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）

・
川
越
城
築
城
五
百
五
十
年

明治大正昭和平成

道灌の死 上杉家と11歳の年齢差の因縁

文武に秀でた武将とし

て名高い太
おお

田
た

道
どう

灌
かん

は、文
ぶん

明
めい

18年（1486）７月、

糟
かす

屋
や

の館（現在の伊
い

勢
せ

原
はら

市）で、主君扇谷
おうぎがやつ

上
うえ

杉
すぎ

定
さだ

正
まさ

によって殺されまし

た。なぜ、道灌は主君に

殺されたのでしょうか。

当時の関東管領山内
やまのうち

上杉家は跡継ぎがなく、

越
えち

後
ご

上杉家の顕
あき

定
さだ

が継いでいました。文明８年

（1476）、顕定の家臣の長
なが

尾
お

景
かげ

春
はる

が反乱を起こ

します。この時、反乱を鎮めたのが道灌でした。

これにより大きな権力を得た道灌は、他の家臣

の不満を買うようになります。さらに、江戸・

河越両城を堅固にしたことを顕定に対する謀反

と受け取られ、それを注意した定正にも反抗し

ます。これらが原因となり、定正と道灌の間に

深い溝が生まれたようです。

扇谷上杉家に跡継ぎがいないため当主になっ

た定正は、景春と同じ年齢で、顕定は景春の

11歳年下、道灌は定正の11歳年上でした。両

上杉家では主君と重臣が、11歳の年齢差で対

立していたのです。そして道灌の死後関東に進

出し、河越合戦で扇谷上杉氏を滅亡させる後
ご

北
ほう

条
じょう

氏の祖・北条早
そう

雲
うん

は、道灌と同じ年齢。こ

れは、単なる偶然の一致なのでしょうか。

鎌倉鎌倉鎌倉

糟屋糟屋糟屋

小田原城小田原城小田原城

江戸城江戸城江戸城

河越城河越城河越城

岩槻城岩槻城岩槻城

五十子の陣五十子の陣五十子の陣 古河城古河城古河城

下総

武蔵

相模

利根川
荒川

入間川

河越城築城当時の関東地方略図

本拠地である河越城を守るように、２つ
の城と１つの陣が、古河城に対して扇状
に展開しているのがわかります

市立博物館にある木造
太田道灌像（複製品）
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川越城築城550年記念事業
全国に２つしか現存していない本丸御殿の１つである川越城本丸御殿は、昭和

42年に県の有形文化財に指定されています。昨年２月には、その歴史的・文化

的価値が評価され「日本100名城」の１つに選ばれました。川越城が築城550年

を迎えたことし、市ではさまざまな記念事業を行っています。

●現在行っている事業
・10月22日席まで、市立博物館で企画展「後北条氏と河

かわ

越
ごえ

城」を開催中

・12月31日席まで、市役所前の太田道灌像・川越城本丸御殿のライトアップを実施中

・12月まで、毎月25日発行の広報川越「歴史を今に伝えて」で、川越城関連記事を連載中

●今後行われる事業（詳しくは、10月25日発行の広報川越でお知らせします）
・11月３日積に「川越城主行列」を開催します。川越城築城から江戸時代までの歴代川越城主30人・旗持

ち・奥女中など、総勢約100人による行列が一番街から川越城本丸御殿までを練り歩きます。また同日、碩

小江戸川越観光協会主催による「小江戸川越大茶会」を、本丸御殿など市内６か所の会場で開催します。

・12月１日析に、市内にある６つの獅子舞と姉妹都市・小
お

浜
ばま

市の雲
うん

浜
ぴん

獅
じ

子
し

が共演する「獅子舞合同演舞会」

を開催します。雲浜獅子は、江戸初期の川越城主・酒
さか

井
い

忠
ただ

勝
かつ

が小浜へ国替えとなった際に、川越から随行し

た獅子舞の演技者が起源となり始まったと伝えられています。

現
在
ま
で
、
そ
し
て
未
来
へ

後ご

北ほ
う

条
じ
ょ
う

氏
の
支
配
が
終
わ
る

と
、
川
越
城
は
酒さ

か

井い

重し
げ

忠た
だ

が
城
主

と
な
り
、
江
戸
の
北
を
守
る
要
に

位
置
づ
け
ら
れ
ま
す
。
寛か

ん

永え
い

十
五

年
（
一
六
三
八
）
に
は
川
越
に
大

火
が
あ
り
、
同
十
六
年
に
城
主
と

な
っ
た
松ま

つ

平
だ
い
ら

信の
ぶ

綱つ
な

は
城
に
大
改

築
を
加
え
ま
す
。
信
綱
の
改
築
に

よ
っ
て
完
成
し
た
川
越
城
は
、
本

丸
・
二
の
丸
・
三
の
丸
を
中
心
に

二
重
の
曲
輪

く

る

わ

を
構
え
、
土
塁
・
堀

を
巡
ら
し
た
大
規
模
な
も
の
と
な

り
ま
し
た
。
な
お
、
現
存
す
る
本

丸
御
殿
は
嘉か

永え
い

元
年
（
一
八
四

八
）、
当
時
の
城
主
松ま

つ

平
だ
い
ら

斉な
り

典つ
ね

に

よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。

明
治
以
降
、
川
越
城
は
建
造
物

が
解
体
・
売
却
さ
れ
、
明
治
中
期

に
は
、
本
丸
御
殿
の
一
部
と
城
門

が
残
る
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

本
丸
御
殿
は
明
治
五
年
に
入
間

県
庁
、
そ
の
後
入
間
郡
公
会
所
に

な
り
ま
し
た
。
大
正
七
年
か
ら
昭

和
七
年
ま
で
は
煙
草

た

ば

こ

専
売
局
淀よ

ど

橋ば
し

支
局
川
越
分
工
場
に
な
り
、
三
百

人
以
上
が
働
い
て
い
た
そ
う
で

す
。
昭
和
八
年
に
は
川
越
地
方
武

道
奨
励
会
の
修
練
道
場
に
な
り
、

名
称
も
初は

つ

雁か
り

武
徳
殿
に
変
わ
り
ま

す
。
戦
後
は
、
川
越
市
立
第
二
中

学
校
（
現
在
の
初
雁
中
学
校
）
の

校
舎
や
屋
内
運
動
場
と
し
て
使
用

さ
れ
ま
し
た
。
数
奇
な
運
命
を
た

ど
っ
た
本
丸
御
殿
も
、
昭
和
四
十

二
年
に
県
指
定
有
形
文
化
財
に
指

定
さ
れ
、
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
丸
御
殿
は
、
川
越
城
の
数
少

な
い
遺
構
の
一
つ
で
す
。
こ
の
文

化
財
を
今
後
も
大
切
に
保
存
し
、

歴
史
と
伝
統
あ
る
川
越
を
後
世
に

残
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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江戸末期の川越城と現在の地図
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川川
越越
城城
築築
城城
五五
百百
五五
十十
年年
記記
念念
シシ
ンン
ポポ
ジジ
ウウ
ムム

九
月
十
六
日
、
川
越
城
築
城
五
百
五
十
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、

や
ま
ぶ
き
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
太お

お

田た

道ど
う

灌か
ん

十
八
代
目
子
孫
・
太
田

資す
け

暁あ
き

さ
ん
に
よ
る
基
調
講
演
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
が
行
わ
れ
、
川
越

の
歴
史
的
・
文
化
的
魅
力
を
再
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

基
調
講
演
「
太
田
道
灌
」

太
田
道
灌
十
八
代
目
子
孫
・
太
田
資
暁
さ
ん

社
・
仏
閣
の
い
く
つ
か
は
、河
越
か
ら
移
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

当
時
河
越
の
中
心
は
河
越
館
跡
の
あ
る
上う

わ

戸ど

周
辺
で
し
た
が
、
こ

の
地
で
は
戦
に
勝
て
な
い
と
い
う
理
由
で
、
地
形
を
利
用
で
き
る
台

地
の
端
に
築
城
し
ま
し
た
。
ま
た
道
灌
は
、
三
十
数
回
戦
っ
て
生
涯

一
度
も
負
け
た
こ
と
が
な
い
、
戦
の
名
手
で
も
あ
り
ま
し
た
。

シンポジウム「川越城築城550年」

太
田
道
灌
研
究
家
・
小こ

宮み
や

正ま
さ

男お

さ
ん

道
灌
が
築
城
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
岩

槻
城
は
、
曲
線
を
多
く
用
い
た
芸
術
的
な

城
で
し
た
。
大
き
な
改
修
も
な
く
、
築
城

当
時
の
様
子
を
絵
図
で
確
認
で
き
ま
す
。

今
後
は
、
城
を
復
元
し
た
い
で
す
ね
。

多くの来場者で、満席となった会場多くの来場者で、満席となった会場多くの来場者で、満席となった会場

い
せ
は
ら
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
＆

ア
ン
ド
ウ
オ
ー
ク
協
会
会
長
・
三み

上か
み

利り

栄え
い

さ
ん

生
ま
れ
た
場
所
か
ら
墓
の
場
所
ま
で
、

道
灌
に
は
一
つ
の
事
実
に
複
数
の
説
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
意
見
は
違
っ
て
も
、

私
た
ち
は
道
灌
の
フ
ァ
ン
で
す
。
み
ん
な

で
「
道
灌
フ
ァ
ン
学
」
を
究
め
ま
し
ょ
う
。

越
生

お
ご
せ

町ま
ち

教
育
委
員
会
教
育
課
図
書
館
・
文
化
財
担
当
主
幹
・
石い

し

川か
わ

久ひ
さ

明あ
き

さ
ん

か
つ
て
交
通
の
要
衝
だ
っ
た
越
生
は
、

川
越
に
劣
ら
ず
重
要
な
拠
点
で
し
た
。
ま

た
、
道
灌
の
父
で
あ
る
道
真
が
隠
居
生
活

を
送
っ
た
場
所
で
す
。
道
灌
の
ふ
る
さ
と

と
し
て
、ま
ち
お
こ
し
を
進
め
た
い
で
す
。

太
田
資
暁
さ
ん

な
ぜ
道
灌
は
人
気
が
あ
る
の
か
。
道
灌

の
人
生
は
、
現
代
社
会
に
生
き
る
私
た
ち

に
も
通
じ
る
所
が
多
く
あ
る
か
ら
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
道
灌
を
通
じ
て
、
歴
史

に
興
味
を
持
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
川
越
市
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長
・
小こ

泉い
ず
み

功い
さ
お

さ
ん

す
ば
ら
し
い
知
識
を
お
持
ち
の
皆
さ
ん

が
一
堂
に
会
し
て
、
道ど

う

真し
ん

・
道
灌
の
話
が

で
き
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
今

後
も
発
掘
や
研
究
を
続
け
て
、
多
く
の
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
い
で
す
ね
。

川越少年少女合唱団の皆さんは、川越少年少女合唱団の皆さんは、川越少年少女合唱団の皆さんは、
川越にちなんだ３曲の合唱を披露しました川越にちなんだ３曲の合唱を披露しました川越にちなんだ３曲の合唱を披露しました

桜コーラス・初雁女声コーラス・コーラスドレミファ草の桜コーラス・初雁女声コーラス・コーラスドレミファ草の桜コーラス・初雁女声コーラス・コーラスドレミファ草の
皆さんは、美しいコーラスで会場を魅了しました皆さんは、美しいコーラスで会場を魅了しました皆さんは、美しいコーラスで会場を魅了しました

こ
と
し
は
道
灌
が
亡
く
な
っ
て
五
百

二
十
一
年
目
。
毎
年
伊い

勢せ

原は
ら

市
の
墓
で

供
養
を
し
て
い
ま
す
。
中
世
の
河か

わ

越ご
え

は

地
理
的
に
も
文
化
的
に
も
重
要
な
地
点

で
、
江
戸
は
原
野
で
し
た
。
江
戸
の
神みずから作詞した「太田みずから作詞した「太田みずから作詞した「太田

道灌」を歌う舟橋市長と、道灌」を歌う舟橋市長と、道灌」を歌う舟橋市長と、
演舞する新藤間浩寿さん演舞する新藤間浩寿さん演舞する新藤間浩寿さん



保
育
園
入
園
の
受
け
付
け

来
年
四
月
入
園
の
受
け
付
け
を

左
表
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
ど
の

会
場
で
も
受
け
付
け
で
き
ま
す
の

で
、
各
会
場
の
受
付
時
間
を
確
認

の
う
え
、
都
合
の
い
い
日
に
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

現
在
、
平
成
十
九
年
度
の
入
園

申
し
込
み
を
し
て
入
園
が
保
留
と

な
っ
て
い
る
方
も
、
同
二
十
年
度

の
入
園
を
希
望
す
る
場
合
に
は
、

新
た
に
申
し
込
み
手
続
き
が
必
要

で
す
。
申
込
書

類
は
、
十
月
十

四
日
隻
の
申
し

込
み
手
続
き
説

明
会
会
場
で
配

布
し
ま
す
。
十

月
十
五
日
席
以

降
は
、
保
育
課

（
本
庁
舎
二
階
）
と
各
保
育
園
で
、

申
込
書
類
を
配
布
し
ま
す
。

受
け
付
け
締
め
切
り
日
は
、
十

一
月
二
十
二
日
斥
で
す
。
十
一
月

以
降
出
産
予
定
で
対
象
年
齢
が

広報川越№1160・2007.10.10 川越市役所・℡049－224－8811 http://www.city.kawagoe.saitama.jp/ ６

「
保
育
に
欠
け
る
証
明
書
等
」
と

は
就
労
証
明
書
や
、
保
育
が
困
難

な
理
由
が
明
記
さ
れ
て
い
る
医
師

の
診
断
書
な
ど
で
す
。

問
い
合
わ
せ
…
保
育
課
保
育
担

当
・
℡
内
線
２
５
９
７
・
FAX
２

２
３-

８
７
８
６

家
庭
保
育
室
入
室
希
望

の
お
子
さ
ん
募
集

家
庭
保
育
室
は
、
保
護
者
が
仕

事
・
病
気
・
出
産
な
ど
の
た
め
に

二
、
三
か
月
か
ら
の
保
育
園
を
希

望
す
る
方
は
、
保
育
課
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。
締
め
切
り
日
以
降
の

申
請
は
、
来
年
五
月
入
園
の
審
査

対
象
と
な
り
ま
す
。

＊
「
市
内
保
育
園
一
覧
表
」
中
の

対
象
年
齢
は
、
来
年
四
月
一
日
現

在
の
年
齢
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
年

齢
に
達
し
て
い
な
い
と
、
入
園
対

象
に
該
当
し
ま
せ
ん
。

＊
「
保
育
に
欠
け
る
証
明
書
等
」

の
添
付
書
類
が
不
足
し
て
い
る

と
、
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

保育園名 対象年齢 保育園名 対象年齢
中央 ８か月～ 南古谷第二 ８か月～
仙波町 ８か月～ 霞ケ関 ８か月～

公 神明町 ８か月～ 霞ケ関第二 ８か月～
小室 ８か月～ 高階 ８か月～
脇田新町 ８か月～ 高階第二 ８か月～
今成 ８か月～ 高階第三 ８か月～

立 新宿町 ８か月～ 大東 ８か月～
古谷 ２歳～ 川鶴 ８か月～
古谷第二 ８か月～ 名細 ８か月～
南古谷 １歳～ 名細第二 ８か月～

保育園名 対象年齢
下田 ３か月～
むさしの ３か月～
増美 ８か月～
まきば ３か月～

法
おおぞら １歳～
バンビ ６か月～

人
貴精 ３か月～
高の葉 ６か月～

立
マーガレット ８か月～
芳野 ２か月～
風の子 ２か月～
笠幡菜の花 ６か月～
はるかぜ ８か月～

施設名 所在地 定員 電話
川越ベビーホーム 天沼新田269－１ 20人 231－5638
緑ケ森保育室 大袋新田697 ８人 246－8754
星の子乳児保育園 並木208－１ 20人 235－2320
わかば保育室 吉田新町３丁目14－９ 10人 231－9178
こばと保育室 砂1065－12 16人 245－9579
田村保育室 六軒町２丁目13－15 18人 225－2391
ねむの木保育園 菅原町７－14 20人 225－1663
上戸保育園 上戸277－21 20人 233－0583
すみれ保育室 宮元町80－６ 17人 222－5976
片野保育室 野田町２丁目16－116 ６人 244－0016
扇河岸保育室 扇河岸51－２ 14人 246－9156
つぼみ保育室 六軒町２丁目13－８ 15人 222－5778
なのはな保育室 並木258－２ 13人 236－0470
川越東口保育室 菅原町10－９ 14人 223－3025
なのはな乳児保育室 並木67－１ 11人 236－1940
にこにこ保育室 南台２丁目１－69 ６人 245－4211
こまどり保育室 吉田１－６ ７人 232－3491
霞ケ関駅前保育園 霞ケ関東２丁目９－２ 18人 232－8877
ポニー保育園 脇田本町14－32 17人 245－5703

平成20年度保育園入園受付日程表
会場 日程 時間
北公民館 11月11日隻 午前９時30分～11時30分
大東公民館 11月11日隻 午後１時30分～ ４時

メルト
11月12日席

午前９時30分～11時30分
（西文化会館） 午後１時30分～ ４時

市役所本庁舎７階
11月13日惜

午前９時30分～11時30分
７C会議室 午後１時30分～ ４時30分

11月14日戚 午後１時30分～ ４時
高階南公民館

11月18日隻
午前９時30分～11時30分
午後１時30分～ ４時

伊勢原公民館 11月16日昔 午前９時30分～11時30分
総合保健センター 11月19日席 午前９時30分～11時30分

市役所本庁舎７階
11月22日斥

午前９時30分～11時30分
７A会議室 午後１時30分～ ４時30分

市内保育園一覧表

＊法人立の芳野保育園での受け入れは、２歳児までです。

＊上記の日程・会場以外では、入園の受け付けはできません。
＊受付会場へは、母子手帳・印鑑をお持ちください。

家庭保育室の定員と連絡先

保
育
が
で
き
な
い
家
庭
の
お
子
さ

ん（
生
後
八
週
間
か
ら
三
歳
未
満
）

を
保
育
す
る
施
設
で
す
。

左
表
の
家
庭
保
育
室
で
は
、
今

年
度
の
途
中
入
室
お
よ
び
来
年
四

月
に
入
室
を
希
望
す
る
お
子
さ
ん

を
募
集
し
ま
す
。
入
室
手
続
き
・

保
育
時
間
・
保
育
料
な
ど
、
詳
し

く
は
、
各
保
育
室
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
保
育
課
保
育
担

当
・
℡
内
線
２
５
９
６
・
FAX
２

２
３-

８
７
８
６
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市長通信 第10号

市庁舎の川越駅西口への移転について
市議会第５回定例会（９月議会）の一般質問で、

私は市庁舎の移転問題について初めて非常に重要な

答弁をしましたので、その要旨をお知らせします。

最近、あちこちで大地震が発生し、市民生活に甚

大な被害が出ております。また、東海地震の発生の

確率も高いといわれております。市長には、もしも

の時には市庁舎を防災拠点として機能させ、市民の

皆さんの生活を守る責任があると考えます。

現在の市庁舎は、昭和47年の建築から35年を経

過しております。そのため老朽化・狭あい化などの

問題が指摘されております。

今までも、市議会の「市庁舎問題特別委員会」で

議論していただき、内部では「庁舎問題検討委員会」

を設置し検討してまいりましたが、改修か新築かの

結論付けができないままになっております。

しかし、いつまでも市庁舎問題の結論を先送りに

しておりますと、もし大地震が起きたら現在の市庁

舎は損傷する心配があります。平成７年に市庁舎の

耐震診断を行いましたらＩS値（構造耐震指標）が

0.5～0.6程度で、市庁舎を万が一の際の防災拠点

として使用するならば、ＩS値は一般の建物より

1.5倍程度高い0.9程度を確保する必要があるとの

結論をいただいております。そのため、耐震補強の

改修工事を行うとなると、多額の経費がかかること

が予想されます。

平成７年の阪神淡路大震災の際に、私は神戸市役

所に調査に行ってまいりました。昭和56年の建築

基準法の改正前に造った庁舎は全部使い物になりま

せんでしたが、建築基準法の改正後の新耐震基準に

よって建築した庁舎は大丈夫でした。古い庁舎を見

て、もし、川越がこうなったらどこを災害対策本部

にしようかと思ったものです。現在の市庁舎の耐震

工事をしても老朽化と狭あい化の問題は解消できま

せん。したがいまして、新しい市庁舎建設を考えな

ければならないと思います。

新市庁舎建設地につきましては、川越駅西口の西

部地域振興ふれあい拠点施設という考え方がありま

すが、何分にも県との共同事業で、すでに予定され

ている施設もあるため、スペース・スケジュールな

どの理由で困難であれば、同じく西口にある市有地

で、現在自転車駐車場と広場に使用している土地が

最良ではないかと考えられます。

拠点施設との整合性の問題があると思いますが、

拠点施設と市役所は整合性が十分取れて、さらに相

乗効果が期待され、市民の皆さんに便利になると考

えられます。

市庁舎の移転に当たっては、多くの問題がありま

す。現在の市庁舎を建設する際には、北部市街地が

繁栄しなくなるという理由で、現在地に決定された

と聞いています。しかし、近年は、約550万人を超

える観光客の皆さんに川越を訪れていただいており

ます。現在の市庁舎は観光客の休憩スペースなどを

整え、観光の拠点として、この街のにぎわい、北部

市街地のにぎわいのために活用していきたいと考え

ております。

また、地元の皆さんの利便性を考え、出張所のよ

うな窓口機能を残し、公民館のような貸し室などを

設けるなどして市民の皆さんに便利にご利用いただ

くことも検討してまいりたいと思います。

市庁舎の建設には、ばく大な費用がかかることが

心配されます。他市の例では民間活力を利用して、

市の財政負担を極力抑えるようにくふうしていると

ころもあります。今後、市議会と連携を取りながら、

新しい市庁舎の果たす役割や市民サービスの向上を

図り、財政負担の軽減などを考慮して民間施設・住

宅などを入れるなど民間の活力を利用し、最も適し

た事業手法を検討していきたいと考えております。

私は、この市庁舎問題を重大事業として、ぜひと

も耐震性・利便性・機能性に優れた新市庁舎を川越

駅西口に建設し、小江戸川越のシンボルタワーにし

たいと思っておりますので、市民の皆さんのご理解

とご協力をお願いします。

川越市長　舟橋功一
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野
田
五
町

人
形
＝
八
幡
太
郎

新
富
町
一
丁
目

人
形
＝
徳
川
家
光

志
多
町
（
県
指
定
文
化
財
）

人
形
＝
弁
慶

末
広
町

人
形
＝
高
砂

大
手
町
（
県
指
定
文
化
財
）

人
形
＝
鈿
女

西
小
仙
波
町
（
歴
史
文
化
伝
承
山
車
）

人
形
＝
素
戔
嗚
尊

六
軒
町
（
県
指
定
文
化
財
）

人
形
＝
三
番
叟

連
雀
町
（
歴
史
文
化
伝
承
山
車
）

人
形
＝
太
田
道
灌

元
町
二
丁
目
（
県
指
定
文
化
財
）

人
形
＝
山
王

川
越
市

人
形
＝
猩
猩

岸
町
二
丁
目

人
形
＝
木
花
咲
耶
姫

脇
田
町

人
形
＝
徳
川
家
康

仙
波
町

人
形
＝
仙
波
二
郎

新
富
町
二
丁
目

人
形
＝
鏡
獅
子

南
通
町

一
本
柱
万
度
型

中
原
町
（
歴
史
文
化
伝
承
山
車
）

人
形
＝
河
越
太
郎
重
頼

祭
り
の
見
ど
こ
ろ

山
車
ぞ
ろ
い

二
十
日
析
、
午
後
二
時
か
ら
二
時
五
十
分
に
八
台
、
二
十
一
日
隻
、

午
後
二
時
か
ら
二
時
五
十
分
に
九
台
、
市
役
所
本
庁
舎
前
に
山
車
が

そ
ろ
い
ま
す
。

山
車
行
列

山
車
ぞ
ろ
い
終
了
後
、
市
役
所
本
庁
舎
前
か
ら
一
番
街
を
通
り
、

本
川
越
駅
方
面
へ
、
山
車
が
巡
行
し
ま
す
。

宵
山
の
山
車
ぞ
ろ
い

二
十
日
析
、
午
後
六
時
ご
ろ
か
ら
、
本
川
越
駅
前
〜
札
の
辻
交
差

点
付
近
に
山
車
が
そ
ろ
い
、
囃
子
を
披
露
し
ま
す
。

曳
っ
か
わ
せ

曳ひ

っ
か
わ
せ
と
は
、
出
会
っ
た
山
車
ど
う
し
が
囃
子
を
共
演
す
る

こ
と
。
祭
り
の
熱
気
は
最
高
潮
に
達
し
ま
す
。
二
十
日
析
は
午
後
七

時
三
十
分
ご
ろ
か
ら
、二
十
一
日
隻
は
午
後
六
時
三
十
分
ご
ろ
か
ら
、

札
の
辻
交
差
点
・
仲
町
交
差
点
・
連
雀
町
交
差
点
・
本
川
越
駅
前
交

差
点
な
ど
で
行
わ
れ
ま
す
。

宵山の山車ぞろい（20日析）
裁判所

市役所

時の鐘時の鐘時の鐘

商
工
会
議
所

教会

商工会議所商工会議所商工会議所

銀行銀行銀行

連雀町連雀町
交差点交差点
連雀町
交差点

札の辻
交差点

仲町仲町
交差点交差点
仲町
交差点

○文

本
川
越
駅

アトレアトレアトレ

市役所前
交差点

本川越駅前本川越駅前
交差点交差点
本川越駅前
交差点

川越駅

開催開催
本部本部
開催
本部

１

２

３

４

５

６

８

９

10
11
12 13

14

15

７

①川越市
②志多町
③元町２丁目
④大手町
⑤末広町
⑥連雀町
⑦六軒町
⑧野田五町
⑨中原町
⑩新富町１丁目
⑪新富町２丁目
⑫仙波町
⑬西小仙波町
⑭脇田町
⑮南通町

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

川
越
ま
つ
り

10
月
20
日
析
・
21
日
隻

川
越
駅
観
光
案
内
所
・
℡
２
２
２-

５
５
５
６

川
越
ま
つ
り
情
報
案
内（
午
前
７
時
〜
午
後
11
時
）

℡
０
３-

５
７
７
７-

８
６
０
０

ことしは16台の山車が参加します

＊岸町２丁目は宵山には参加しません。



川越まつり写真コンクール応募票
ふりがな

氏名 年齢　 歳
〒

住所

電話番号 （ ） －　　　　

職業

ふりがな

題名

撮影場所
撮影日…平成19年10月　 日

№　＊１

き　り　と　り

＊１　記入しないでください

川越まつり写真コンクール作品募集！
ことしの川越まつり・氷川神社例大祭・氷川神社

神幸祭を撮った、川越まつりを紹介できる作品を募

集します。応募作品の著作権は川越市に帰属します。

被写体が人物の場合、必ず被写体本人の承諾を得て

ください。

応募要領に沿っていない作品は受け付けません。

応募要領は、川越まつり会館・観光課（本庁舎５

階）・出張所・観光案内所などで配布しています。

詳しくは、お尋ねください。

＊入賞の有無にかかわらず、作品は返却しません。

応募作品…カラーまたは白黒プリントで四つ切また
は四つ切ワイド（自作・未発表に限る） 応募点数
…１人２点まで（組写真・加工写真不可） 申し込
み…作品の裏面に必要事項を記入した応募票をはり
付けて、11月29日斥（消印有効）までに〒350－

0062元町２丁目１－10・川越まつり会館写真コ

ンクール係

問い合わせ…川越まつり会館・℡225－2727

川越まつり清掃ボランティア募集
毎年多くの観光客でにぎわう川越まつりですが、ご
みのポイ捨てが大きな問題になっています。そこで、
ごみ拾いを行うボランティアを募集します。活動内容
は、受け付けでごみ袋を受け取り、ごみを拾います。
当日直接受付場所。なお、各日200人に記念品を

差し上げます。
日時…10月20日析・21日隻、午後５時～９時（受
け付けは、午後７時まで）
受け付け…鏡山酒造跡地
問い合わせ…観光課観光推進担当・℡内線2733

至東松山至東松山

至
上
尾

川越警察署川越警察署川越警察署

仙波町仙波町

JR川越線

川
越
駅

川
越
駅

川
越
市
駅

川
越
市
駅

本
川
越
駅

本
川
越
駅

本
川
越
駅

至
日
高

石原町北
神明町

石原町

札の辻

国
道
２
５
４
号

月吉陸橋

川越市駅入口

脇田新町

旭町一
新宿町三 新宿町北

富士見町

仙波町

大仙波

小仙波

氷川町

仲町

裁判所前

六軒町 連雀町
松江町

市民会館入口

市民グラウン市民グランド

今成駐車場今成駐車場

富士見中富士見中

臨時バス停臨時バス停

臨時バス停臨時バス停臨時バス停臨時バス停臨時バス停

Ｐ１Ｐ１

Ｐ７Ｐ７Ｐ７

Ｐ６Ｐ６Ｐ６

Ｐ５Ｐ５Ｐ５

Ｐ２Ｐ２Ｐ２Ｐ２
城下町臨時駐車場城下町臨時駐車場城下町臨時駐車場

仙波小仙波小

Ｐ４Ｐ４Ｐ４

喜多院前（仙波下）喜多院前（仙波下）

市役所下（博物館入口）市役所下（博物館入口）市役所下（博物館入口）市役所下（博物館入口）市役所下（博物館入口）市役所下（博物館入口）

国
道
１６
号

国
道
16
号

下り線のみ下り線のみ下り線のみ

下り線のみ下り線のみ下り線のみ

川越第一中川越第一中川越第一中

至
さ
い
た
ま

至
大
宮
駅

至
大
宮
駅

至
大
宮
駅

小仙波駐車場小仙波駐車場
Ｐ３Ｐ３Ｐ３

喜多院入口

通町

東
武
東
上
線

東
武
東
上
線

東
武
東
上
線

西
武
新
宿
線

西
武
新
宿
線

西
武
新
宿
線

宮元町

臨時バス停臨時バス停
石原町石原町
下り線のみ下り線のみ下り線のみ

交通規制案内図

20日析・21日隻に交通混雑が予想される区域

＊車両の通行ができなくなる場合があります。

20日析・21日隻の車両通行禁止

両日とも、午前10時～午後10時

●バス路線の変更
市内を運行する東武バスウエスト・西武バス・イーグ

ルバス・川越シャトルの路線が変更されます。期間中の

路線図は各バス会社にあります。

●臨時バス停（川越駅発東武バスウエスト、下り線の
み）

喜多院前（仙波下）・市役所下（博物館入口）・石原

町に臨時のバス停留所を設けます。

●臨時駐車場（両日とも、午前９時～午後11時）
Ｐ１＝市民グランド$Ｐ２＝城下町臨時駐車場$Ｐ３＝

小仙波駐車場$Ｐ４＝川越第一中学校校庭$Ｐ５＝仙波

小学校校庭$Ｐ６＝富士見中学校校庭$Ｐ７＝今成駐車

場

＊Ｐ１は、観光バスも駐車可。Ｐ２～Ｐ７は、普通車の

み。なお、Ｐ４～Ｐ６は、校庭の状況によって使用でき

ない場合があります。

●臨時駐輪場（両日とも、午前９時～午後11時）
＝中央小学校校庭の一部

＊連雀町交差点の西側では、「福祉の広場」が開催され

ます。



国
民
健
康
保
険
税
（
国
保
税
）
に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
創
設

に
伴
い
、
各
医
療
保
険
者
が
後
期

高
齢
者
支
援
金
を
負
担
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
国
保
税

は
、
現
在
の
医
療
保
険
分
・
介
護

保
険
分
に
後
期
高
齢
者
支
援
金
等

分
を
合
わ
せ
て
、
三
区
分
に
な
り

ま
す
。
税
額
な
ど
、
詳
細
に
つ
い

て
は
ま
だ
未
定
で
す
。
今
後
、
広

報
川
越
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
…
国
民
健
康
保
険
課

国
保
資
格
担
当
・
℡
内
線
３
８

２
４

ご
存
じ
で
す
か
？

里
親
制
度

里
親
制
度
は
、
家
庭
に
恵
ま
れ

な
い
子
ど
も
た
ち
を
里
子
と
し
て

預
か
り
、
温
か
い
家
庭
的
な
雰
囲

気
の
中
で
育
て
る
制
度
で
す
。

里
親
の
種
類
に
は
、
①
長
期
間

ま
た
は
養
子
縁
組
を
前
提
と
し

て
、
子
ど
も
を
養
育
す
る
養
育
里

親
②
一
年
以
内
の
期
間
を
定
め

て
、
子
ど
も
を
養
育
す
る
短
期
里

親
③
虐
待
を
受
け
て
心
に
傷
を
負

っ
た
子
ど
も
を
、
期
間
を
決
め
て

養
育
す
る
専
門
里
親
④
両
親
の
死

亡
・
行
方
不
明
・
拘
禁
な
ど
の
理

で
は
、
現
在
の
老
人
保
健
制
度
と

同
様
、
か
か
っ
た
医
療
費
の
一
割

（
現
役
並
み
の
所
得
者
は
三
割
）

を
負
担
し
ま
す
。

保
険
料
に
つ
い
て

被
保
険
者
全
員
に
、
保
険
料
負

担
が
あ
り
ま
す
。
保
険
料
に
つ
い

て
は
、
広
域
連
合
が
条
例
で
定
め

ま
す
。

＊
保
険
料
な
ど
、
詳
細
に
つ
い
て

は
ま
だ
未
定
で
す
。
今
後
、
広
報

川
越
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

運
営
の
し
く
み

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
県

内
の
全
市
町
村
で
構
成
す
る
「
埼

玉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
」
が
運
営
の
主
体
と
な
り
、
保

険
料
の
決
定
・
保
険
証
の
交
付
・

医
療
を
受
け
た
と
き
の
給
付
な
ど

を
行
い
ま
す
。

市
で
は
、
保
険
料
の
徴
収
、
各

種
申
請
・
届
け
出
の
受
け
付
け
、

保
険
証
の
引
き
渡
し
な
ど
、
被
保

険
者
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
身
近
な

窓
口
業
務
を
行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
埼
玉
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
（
℡
０
４
８-

８
３
３-

３
２
２
２
）
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
医
療
助
成
課
老
人

医
療
担
当
・
℡
内
線
３
８
３
３

来
年
四
月
か
ら
の

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

切
り
替
わ
り
ま
す

来
年
四
月
か
ら
の
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
開
始
に
伴
い
、
七
十

五
歳
以
上
の
方
（
六
十
五
歳
以
上

で
、
埼
玉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
の
認
定
を
受
け
た
方
を
含

む
）
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
切
り
替
わ
り
ま
す
。
国
民
健
康

保
険
の
被
保
険
者
の
資
格
が
な
く

な
る
た
め
、
こ
れ
ら
に
該
当
す
る

方
の
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
は
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す

る
日
の
前
日
ま
で
に
な
り
ま
す
。

退
職
者
医
療
制
度
に
つ
い
て

退
職
者
医
療
制
度
は
、
段
階
的

に
廃
止
さ
れ
ま
す
。

六
十
五
歳
以
上
の
退
職
者
本

人
・
そ
の
被
扶
養
者
（
被
扶
養
者

だ
け
が
六
十
五
歳
以
上
の
場
合
も

含
む
）
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
方

は
、
一
般
の
被
保
険
者
の
資
格
に

切
り
替
わ
り
ま
す
。
来
年
四
月
以

降
に
六
十
五
歳
以
上
に
な
る
方

は
、
順
次
資
格
が
切
り
替
え
と
な

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
切
り
替
え

と
な
る
方
の
被
保
険
者
証
に
は
、

保
険
者
番
号
が
併
記
さ
れ
て
い
ま

す
。

由
に
よ
り
、
三
親
等
内
の
親
族
が

保
護
の
必
要
の
あ
る
子
ど
も
を
養

育
す
る
親
族
里
親
が
あ
り
ま
す
。

①
〜
③
の
里
親
に
は
、
養
育
費

と
し
て
里
親
手
当
・
生
活
費
・
学

校
教
育
費
・
子
ど
も
の
医
療
費
な

ど
が
、
④
の
里
親
に
は
生
活
費
・

学
校
教
育
費
・
子
ど
も
の
医
療
費

な
ど
が
公
費
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

子
ど
も
に
温
か
い
愛
情
と
正
し

い
理
解
を
持
ち
、
家
庭
が
健
全
に

営
ま
れ
て
い
る
方
な
ら
誰
で
も
里

親
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
登

録
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
子
育
て

支
援
課
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●
里
親
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

里
親
制
度
の
普
及
促
進
を
図
る

た
め
、「
里
親
相
談
会
」
を
開
催

し
ま
す
。
里
親
に
つ
い
て
関
心
の

あ
る
方
は
、
お
気
軽
に
「
里
親
相

談
会
」
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

内
容
…
川
越
児
童
相
談
所
職
員
・

現
役
の
里
親
が
、
里
親
制
度
に

つ
い
て
の
疑
問
や
相
談
に
応
じ

ま
す

日
時
…
10
月
27
日
析
、
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
（
受
け
付

け
＝
午
後
１
時
〜
１
時
30
分
）

会
場
…
川
越
児
童
相
談
所

問
い
合
わ
せ
…
子
育
て
支
援
課
家

庭
児
童
相
談
担
当
・
℡
内
線
２

５
８
３

新
た
な
医
療
制
度
が

始
ま
り
ま
す

来
年
四
月
一
日
惜
か
ら
、
埼
玉

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

（
広
域
連
合
）
に
よ
る
「
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
」が
始
ま
り
ま
す
。

対
象

①
七
十
五
歳
以
上
の
方
全
員

②
六
十
五
歳
以
上
七
十
五
歳
未
満

で
、
一
定
の
障
害
が
あ
る
方

（
広
域
連
合
の
認
定
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
）

＊
健
康
保
険
組
合
な
ど
の
被
扶
養

者
で
あ
っ
た
方
も
対
象
と
な
り
、

加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
を
抜

け
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加

入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

加
入
開
始
日

①
来
年
四
月
一
日
惜
の
時
点
で
満

七
十
五
歳
以
上
の
方
＝
四
月
一

日
惜
か
ら

②
来
年
四
月
二
日
戚
以
降
に
七
十

五
歳
に
な
る
方
＝
誕
生
日
か
ら

③
六
十
五
歳
以
上
七
十
五
歳
未
満

で
、
一
定
の
障
害
が
あ
る
方
＝

広
域
連
合
に
申
請
し
て
、
認
定

を
受
け
た
日
か
ら

医
療
機
関
で
診
療
を
受
け
る
と
き

医
療
機
関
で
診
療
を
受
け
る
と

き
は
、
広
域
連
合
が
交
付
す
る
保

険
証
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
窓
口
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平
成
十
八
年
度
に
お
け
る

意
見
公
募
手
続
き
制
度
の

運
用
状
況
報
告

昨
年
四
月
か
ら
、
市
で
は
意
見

公
募
手
続
き
を
実
施
し
て
い
ま

す
。こ

の
手
続
き
は
、
市
が
基
本
的

な
施
策
な
ど
を
制
定
改
廃
す
る
場

合
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見

や
情
報
を
頂
き
、
こ
れ
ら
を
考
慮

し
て
よ
り
よ
い
施
策
な
ど
を
策
定

す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
市
政
へ

の
参
加
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

行
政
運
営
の
公
平
性
・
透
明
性
の

向
上
、
市
の
説
明
責
任
を
果
た
す

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、
昨
年
度
の
運
用
状

況
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
意
見
公

募
手
続
き
の
実
施
件
数
は
、
合
計

十
件
で
し
た
。
実
施
機
関
別
の
内

訳
は
、
下
表
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
意
見
公
募
手
続
き
を
実

施
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
策
定
し

て
い
な
い
施
策
や
、
意
見
公
募
手

続
き
を
実
施
し
な
い
で
策
定
し
た

施
策
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。件

名
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
政
策
企
画
課
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

＊
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
…
政
策
企
画
課
政
策

担
当
・
℡
内
線
２
１
１
３

実施機関 実施件数 意見提出者数 意見提出件数 修正件数
市長 9 52 190 11
教育委員会 1 2 3 0
選挙管理委員会 0 0 0 0
公平委員会 0 0 0 0
監査委員 0 0 0 0
農業委員会 0 0 0 0
固定資産評価審査委員会 0 0 0 0
上下水道事業管理者 0 0 0 0
合計 10 54 193 11

意見公募手続き制度の実施機関別件数（件）

今
回
、
私
は
オ
ッ
フ
ェ
ン
バ
ッ
ハ
市
内
の
ウ
ェ
バ
ー
家
に
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
し
ま
し
た
。
ウ
ェ
バ
ー
家
は
五
人
家
族
で
、
私
と
同
い
年
の
一
人
娘
ア

ニ
カ
と
は
、
滞
在
中
大た

い

変へ
ん

仲
良よ

く
な
り
ま
し
た
。

出
発
前
は
、
目
的
を
持
っ
た
研
修
と
は
い
っ
て
も
観
光
気
分
で
い
た
私

で
し
た
が
、
実
際
に
生
活
が
始
ま
る
と
、
私
の
英
語
力
で
は
ほ
と
ん
ど
通

用
し
な
い
こ
と
が
判
明
し
、
不
安
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
不
安
を
取
り
除
い
て
く
れ
た
の
が
ウ
ェ
バ
ー
家
の
人
々
で
し
た
。

彼
ら
は
、
私
に
も
わ
か
る
よ
う
に
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
や
簡
単
な
英
語
を
多
用

し
て
く
れ
、
私
は
少
し
ず
つ
ウ
ェ
バ
ー
家
に
溶
け
込
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
休
日
に
は
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
グ
や
フ
ラ
ン
ク

フ
ル
ト
、
リ
ュ
ー
デ
ス
ハ
イ
ム
な
ど
ド
イ
ツ
の
観
光
名
所
へ
と
連
れ
て
行

っ
て
く
れ
ま
し
た
。
出
発
前
か
ら
ア
ニ
カ
と
の
メ
ー
ル
の
交
換
を
し
て
い

て
、
そ
の
風
景
を
知
る
こ
と
は
で
き
た
の
で
す
が
、
実
際
に
自
分
の
目
で

見
て
み
る
と
そ
れ
以
上
の
美
し
い
町
並

み
や
歴
史
を
湛た

た

え
た
城
に
飲
み
込
ま
れ

そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
歴
史
の
あ
る
町

並
み
の
中
で
ゆ
っ
く
り
と
生
活
を
営
ん

で
い
る
ド
イ
ツ
の
人
々
。
彼
ら
に
と
っ

て
は
当あ

た
り
前ま

え

で
も
、
外
国
か
ら
来
た

私
に
と
っ
て
は
と
て
も
新
鮮
味
の
あ
る

八
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
「
平
成
十
九
年
度
オ
ッ
フ
ェ
ン
バ

ッ
ハ
市
訪
問
中
学
生
交
流
団
」
に
参
加
し
た
、
東
中
学
校
三
年
・
高た

か

橋は
し

里り

佳か

さ
ん
の
感
想
文
を
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
本
派
遣
事
業
実
施
に
当
た
っ

て
は
、
川
越
市
内
三
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
支
援
が
あ
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
…
国
際
交
流
課
国
際
交
流
担
当
・
℡
内
線
２
１
４
２

風
景
で
し
た
。
私
達た

ち

の
町
・
川
越
も
、
外
国
人
か
ら
見
る
と
私
と
同
じ
よ

う
な
感
動
を
う
け
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

七
日
間
、
私
は
ウ
ェ
バ
ー
家
の
人
々
と
共
に
テ
レ
ビ
や
雑
誌
を
見
た
り
、

午
後
の
ひ
と
時と

き

を
ゆ
っ
く
り
過
ご
し
た
り
、
時
に
は
夕
食
づ
く
り
を
手
伝

っ
た
り
し
ま
し
た
。
そ
う
い
う
中
で
感
じ
た
の
は
、
時
間
の
流
れ
方
の
違

い
で
し
た
。
私
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
時
間
に
追
わ
れ
る
毎
日
を
過
ご
し

て
い
て
、
一
日
を
か
み
し
め
る
と
い
う
時
間
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
例
え
ば
ウ
ェ
バ
ー
家
で
は
、
テ
ラ
ス
で
夕
焼
け
を
眺
め
な

が
ら
語
る
と
い
う
こ
と
を
し
ま
す
。
そ
れ
だ
け
の
こ
と
な
の
に
、
普ふ

段だ
ん

の

生
活
を
忘
れ
て
ゆ
っ
く
り
と
し
た
流
れ
の
中
に
い
ら
れ
た
よ
う
な
気
分
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
こ
と

の
一
つ
な
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

七
日
間
と
い
う
短
い
期
間
で
も
、
こ
の
研
修
は
私
に
多
く
の
成
果
を
も

た
ら
し
た
と
思
い
ま
す
。
一
つ
目
は
、
日
本
と
ド
イ
ツ
の
違
い
を
体
感
で

き
た
こ
と
で
す
。
そ
し
て
そ
の
良よ

さ
、
例
え
ば
、
誰
に
で
も
明
る
く
笑
顔

で
接
す
る
ド
イ
ツ
の
人
々
の
優
し
さ
を
私
た
ち
は
学
ぶ
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
。
二
つ
目
は
、
語
学
力
不
足
を
痛
感
し
た
こ
と
に
よ
り
、
英
語
に
対
す

る
学
習
意
欲
が
非
常
に
高
ま
っ
た
こ
と
で
す
。
三
つ
目
は
、
今
回
の
研
修

が
自
分
を
見
直
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
こ
と
で
す
。
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

受
動
的
な
姿
勢
の
私
で
し
た
が
、
自
力
で
自
分
の
問
題
を
解
決
し
て
い
こ

う
と
す
る
精
神
的
な
た
く
ま
し
さ
が
出
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

今
回
の
研
修
で
私
の
視
野
は
大
き
く
広
が
り
ま
し
た
。
オ
ッ
フ
ェ
ン
バ

ッ
ハ
で
見
た
り
感
じ
た
り
考
え
た
り
し
た
こ
と
を
、
東
中
学
校
や
地
域
の

方
々
、
ま
た
今
後
私
が
関か

か

わ
る
で
あ
ろ
う
多
く
の
人
々
に
伝
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
国
際
社
会
の
一
員
と
し
て
の
視
野
を
持
っ
て
、

こ
れ
か
ら
も
毎
日
を
し
っ
か
り
と
生
活
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
交
流
団
事
業
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た

多
く
の
皆
様
に
感
謝
し
、
私
の
報
告
と
し
ま
す
。

多
く
を
学
ん
だ
研
修

高橋さん（右）と高橋さん（右）と高橋さん（右）と
アニカさんアニカさんアニカさん
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未来（ゆめ）を見つけて　'07さんぱく

川越産業博覧会
市内の産業が一

堂に集まる川越産業

博覧会は、多くの市民

の皆さんが地域産業への理

解と認識をより高めることを目的に開催しています。会場

では、各種イベントが繰り広げられ、異業種間の交流・情

報交換・人と人とのふれあいを楽しめます。

内容
工業・商業・農業のＰＲおよび工業製品などの展示、市

内優良企業のＰＲ、ロボットサッカーおよび人追従型ロボットのデモンストレーション、川越市環境展、

姉妹都市の小
お

浜
ばま

市と友好都市の棚
たな

倉
ぐら

町
まち

（福島県）・中
なか

札
さつ

内
ない

村
むら

（北海道）の物産販売、各種無料相談、ス

タンプラリー、軽食、フリーマーケットほか

問い合わせ…商工振興課産業企画担当・℡内線2721

昨年の様子昨年の様子昨年の様子

小小
江江
戸戸
川川
越越
講講
座座
小
江
戸
川
越
検
定
委
員
会
（
川
越
商
工
会
議
所
内
）
・
℡
２
２
９-

１
８
２
０

あなたのあなたの
経験と知識を生かそう！経験と知識を生かそう！
～ 川越市シルバー人材センターでは、

会員を募集しています ～

川越市シルバー人材センターとは？
高齢者の皆さんの働きたい意欲に応えて、

臨時的・短期的・軽易な仕事の機会を提供

し、生きがいづくりを図ることを目的とす

る社団法人です。

会員になりませんか？
市内に在住し、原

則として60歳以上の

健康で働く意欲のあ

る方を募集していま

す。詳しくはお尋ねください。

シルバー人材センターは、こんな仕事をしています！
技術分野…学習教室・パソコン教室・経理
事務など　技能分野…ふすまや障子の張り
替え・植木の手入れなど　事務分野…毛筆
あて名書き・毛筆賞状書き・一般事務など
管理分野…公共施設管理・建物管理など
折衝・外交分野…集金・文書配布など　屋
内外軽作業…草刈り・清掃・袋詰めなど
サービス分野…家事援助サービス・観光案
内など
問い合わせ…碩川越市シルバー人材センター

℡222－2075

川
越
の
歴
史
・
文
化
・
祭
り
・
伝
統
芸
能
な
ど
、

川
越
の
特
徴
や
良よ

さ
を
生
で
体
感
し
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
に
、「
小
江
戸
川
越
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。

詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ
…
①
蔵
「
蔵
の
町
並
み
、
時
の
鐘
…
伝
統
の

の
町
並
み
」
②
粋
「
小
粋
な
情
緒
…
小
江
戸
の
料
亭

の
文
化
」
③
祭

ま
つ
り

「
江
戸
天
下
祭
を
伝
え
る
都
市
型
祭

の
礼
の
華は

な

…
川
越
祭
」

日
程
…
①
Ⅱ
11
月
10
日
析
②
Ⅱ
12
月
８
日
析
③
＝
12

月
15
日
析

時
間
…
①
③
Ⅱ
午
後
１
時
〜
３
時
（
昼
席
）
▼
午
後

４
時
〜
６
時
（
夜
席
）
②
＝
午
後
０
時
30
分
〜
３

時
（
昼
席
）
▼
午
後
４
時
〜
６
時
30
分
（
夜
席
）

定
員
…
①
Ⅱ
各
百
五
十
人
②
Ⅱ
各
五
十
五
人
③
＝
各

六
十
人
（
す
べ
て
抽
せ
ん
）

会
場
…
①
Ⅱ
市
内
映
画
館
（
大お

お

手て

町ま
ち

）
②
Ⅱ
市
内
料

亭
（
幸

さ
い
わ
い

町
ち
ょ
う

）
③
＝
川
越
ま
つ
り
会
館

経
費
…
①
③
Ⅱ
三
千
円
（
③
は
川
越
ま
つ
り
会
館
入

館
料
を
含
む
）
②
Ⅱ
七
千
円
（
食
事
代
を
含
む
）

申
し
込
み
…
往
復
ハ
ガ
キ
（
各
テ
ー
マ
一
人
一
枚
）

に
希
望
す
る
テ
ー
マ
名
・
時
間
帯
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
明
記
し
、
①
Ⅱ
10
月
20
日
析
②
Ⅱ
11

月
17
日
析
③
＝
11
月
24
日
析
（
各
必
着
）
ま
で
に
、

〒
３
５
０-

８
５
１
０
仲
町
一-

一
二
・
川
越
商

工
会
議
所
「
小
江
戸
川
越
検
定
」
係

＊
こ
の
講
座
は
、
来
年
二
月
に
実
施
予
定
の
「
小
江
戸
川
越
検

定
」
に
関
す
る
も
の
も
含
め
ま
す
が
、
受
験
対
策
講
座
で
は
な

く
、
ま
た
検
定
合
格
を
保
証
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

10月27日析・28日隻
午前９時～午後４時
川越運動公園
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問
い
合
わ
せ
…
情
報
統
計
課
統
計

担
当
・
℡
内
線
２
２
６
５

10
月
28
日
隻
は

「
ご
み
ゼ
ロ
運
動
」
の
日

ご
み
ゼ
ロ
運
動
は
、
道
路
や
公

園
な
ど
公
共
の
場
に
散
乱
し
て
い

る
ご
み
や
空
き
缶
を
拾
い
、
清
潔

な
環
境
を
保
ち
、
美
し
い
ま
ち
づ

く
り
を
す
る
た
め
に
行
い
ま
す
。

な
お
、
ご
み
ゼ
ロ
運
動
は
家
庭

の
ご
み
や
粗
大
ご
み
を
回
収
す
る

厚
生
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

市
で
は
厚
生
労
働
省
の
依
頼
を

受
け
て
、
生
活
の
向
上
を
図
る
た

め
の
さ
ま
ざ
ま
な
厚
生
統
計
調
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
21
世
紀
成
年
者
縦
断
調
査
」

は
少
子
化
対
策
な
ど
を
目
的
と
し

て
、「
中
高
年
者
縦
断
調
査
」
は

高
齢
者
対
策
な
ど
を
目
的
と
し
て

実
施
し
ま
す
。
ど
ち
ら
も
調
査
員

が
調
査
対
象
世
帯
を
訪
問
し
、
調

査
票
を
配
付
・
回
収
し
ま
す
。
調

規
格
…
縦
十
四
セ
ン
チ
×
横
八
・

五
セ
ン
チ

＊
色
は
黒
と
グ
レ
イ
ッ
シ
ュ
ブ
ル

ー
。
色
に
よ
り
内
容
が
異
な
り
ま

す
。

価
格
…
五
百
円

販
売
場
所
…
情
報
統
計
課
（
本
庁

舎
分
室
二
階
）

販
売
時
期
…
11
月
14
日
戚
か
ら
、

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
正
午

〜
午
後
１
時
を
除
く)

＊
こ
と
し
か
ら
、
販
売
開
始
日
が

変
わ
り
ま
し
た
。

査
員
が
伺
い
ま
し
た
ら
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
日
…
11
月
７
日
戚

問
い
合
わ
せ
…
保
健
総
務
課
総
務

企
画
担
当
・
℡
２
２
７-

５
１

０
１

埼
玉
県
民
手
帳
を
販
売

埼
玉
県
民
手
帳
は
、
県
お
よ
び

各
市
町
村
の
主
な
統
計
資
料
や
官

公
庁
の
一
覧
な
ど
が
付
い
た
便
利

な
手
帳
で
す
。

市が保有する土地を、「公募抽せん」で売ります。今回か
ら、市外在住の方も応募が可能になりました。詳しくは、管
財課（本庁舎４階）で配布する応募要領をご覧ください。応
募要領は、市ホームページからダウンロードすることもでき
ます。
■応募資格
①個人（法人は不可。市外在住の方も可）
②市から購入した土地を、自己が所有し居住する住宅の敷地
として使用
■申し込み方法
応募要領に添付されている申込書を郵送（〒350－8601

川越市役所管財課）、または受付場所に持参（１世帯１物件）。
■販売物件
№ 所在地 面積 価格
１ 月吉町16番20 145.00㎡ 22,185,000円
２ 月吉町16番21 146.49㎡ 22,412,970円
３ 月吉町16番22 168.00㎡ 28,560,000円
４ 月吉町16番23 168.00㎡ 28,560,000円
５ 月吉町16番24 162.47㎡ 26,970,020円
６ 月吉町16番25 162.68㎡ 27,004,880円
７ 月吉町16番26 153.63㎡ 25,809,840円
８ 月吉町16番29 189.57㎡ 28,625,070円
９ 月吉町16番30 189.58㎡ 30,332,800円
10 月吉町16番31 206.14㎡ 35,662,220円
11 月吉町16番32 167.78㎡ 28,187,040円
12 月吉町16番33 167.79㎡ 28,188,720円
13 脇田新町18番23 172.20㎡ 29,618,000円
14 脇田新町18番20 172.20㎡ 31,168,000円
15 城下町86番３ 138.54㎡ 6,900,000円
■郵送での受付期間
10月15日席～11月９日昔（必着）。
■窓口での受付期間・場所
10月15日席～11月９日昔（土・日曜日、祝日を除く）、

午前９時から午後４時までに管財課。
■公開抽せん
11月18日隻、午前10時～。市立博物館視聴覚ホール。
問い合わせ…管財課財産管理担当・℡内線2321

市有地を売ります

日
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う

な
ご
み
が
出
さ
れ
る
と
収
集
時
間

が
遅
れ
る
な
ど
、
作
業
の
妨
げ
に

な
り
ま
す
。

当
日
は
収
集
車
両
が
作
業
を
行

う
た
め
、
通
行
の
際
に
ご
迷
惑
を

か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ん
の
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
み
ゼ
ロ
運
動
以
外
に
も
…
…

市
で
は
、
ご
み
ゼ
ロ
運
動
の
日

以
外
に
地
域
の
清
掃
活
動
を
行
う

団
体
に
対
し
て
、「
環
境
美
化
活

動
支
援
制
度
」
で
支
援
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
ご
み
袋
の
支
給
や

ご
み
挟
み
・
啓
発
用
ゼ
ッ
ケ
ン
・

リ
ヤ
カ
ー
の
貸
し
出
し
を
行
う
制

度
で
す
。

ま
た
、
県
に
お
い
て
も
、
道
路

の
清
掃
活
動
を
支
援
す
る
「
彩
の

国
ロ
ー
ド
サ
ポ
ー
ト
」、
河
川
の

清
掃
活
動
を
支
援
す
る
「
水
辺
の

里
親
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
ご
み
ゼ
ロ
運
動
・

環
境
美
化
活
動
支
援
制
度
＝
資

源
循
環
推
進
課
減
量
リ
サ
イ
ク

ル
推
進
担
当
・
℡
内
線
２
６
３

６
▼
彩
の
国
ロ
ー
ド
サ
ポ
ー

ト
・
水
辺
の
里
親
制
度
＝
埼
玉

県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
・
℡

２
４
３-

２
０
２
０



広報川越№1160・2007.10.10広報川越№1160・2007.10.10広報川越№1160・2007.10.10 川越市役所・℡049－224－8811川越市役所・℡049－224－8811川越市役所・℡049－224－8811 http://www.city.kawagoe.saitama.jp/http://www.city.kawagoe.saitama.jp/http://www.city.kawagoe.saitama.jp/ 141414

～ひとくち情報～ ミニ・インフォメーション ～ひとくち情報～
●10月10日は「目の愛護デー」。少しでも異常を感じたら、早めの受診を心がけましょう 総合保健センター健康増進担当・℡229－4121
●市営住宅の入居者募集 住宅課住宅管理担当・℡内線3164
11月１日斥・２日昔に登録受け付け・書類審査を行います。入居募集のしおりは、住宅課（本庁舎３階）・出張所・連絡所・本川
越駅証明センターで配布しています。詳しくは、９月25日発行の広報川越をご覧ください。
●エレベータ－改修工事を行います 管財課庁舎管理担当・℡内線2322
10月末～来年１月末の間、市役所本庁舎のエレベーター改修工事を行います。ご協力をお願いします。

布類拠点回収（後期）を実施します
居住する地区以外の回収場所でも出すことができます。透明または半透明袋に入れ、出してください。

段ボール・紙袋などでは出せません。なお、できるかぎり地域の集団回収を優先してください。

回収できる物…衣類・下着類・毛布・シーツ・タオル

＊汚れている物は、洗濯をお願いします。ボタン・ファスナーなどは、付けたまま出してください。

回収できない物…布団・靴下・作業服・カーテン・じゅうたん・ぬいぐるみ・汚れている物など

回収時間…午前９時～正午（正午以降は回収しません）

回収場所
11月４日隻…今成自治会館／市役所本庁舎／八

はち

幡
まん

神社駐車場（南
みなみ

通
とおり

町
まち

）／旭
あさひ

町
ちょう

１丁目集会所／中央小
学校西門／農業ふれあいセンター／寺尾公民館／砂新田自治会館／かすみ野自治会館／大東南公民館

11月11日隻…神明町保育園／中央公民館／城南中学校正門／木野目自治会館／稲荷
い な り

町
ちょう

集会所／砂自治会
館／福原公民館／鯨

くじら

井
い

自治会館／的場１・２丁目自治会館／大東公民館
11月18日隻…六

むつ

塚
づか

会館／岸町１丁目自治会館／市立川越高校正門／月吉町集会所／今泉公民館／砂久保
社務所／下広谷南公民館／上野公会堂／的場下組自治会館／東急ニュータウン自治会館

11月25日隻…北公民館／野田神社（野
の

田
だ

町
まち

１丁目）／古谷公民館／県営久下戸住宅集会所／藤
ふじ

間
ま

文化会
館／藤間南集会所／山田公民館／天沼新田自治会館／リバーサイド壱

いち

番
ばん

街
がい

集会所／寿町１丁目集会
所／原新田自治会館

12月２日隻…市役所本庁舎／川越第一中学校正門／仙波町２丁目集会所／中台２丁目集会所／名
な

細
ぐわし

中学
校出張所入り口側／職業センター／的場中組字町公民館／霞ケ関北自治会館／大東西小学校北門／大
塚新田稲荷窪

くぼ

自治会館
問い合わせ…資源循環推進課減量リサイクル推進担当・℡内線2636

地
震
か
ら
八
日
後
の
柏

か
し
わ

崎ざ
き

保
健
所
は
、
水
道
と
ガ
ス
が
ま
だ
復

旧
し
て
い
な
く
て
、
ト
イ
レ
は
使
用
し
た
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

を
汚
物
入
れ
に
捨
て
、
バ
ケ
ツ
で
水
を
流
し
て
い
ま
し
た
。
洗
面

台
に
は
、
手
を
消
毒
す
る
た
め
の
ア
ル
コ
ー
ル
が
置
い
て
あ
り

「
感
染
症
防
止
」
と
書
か
れ
た
紙
が
は
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

私
た
ち
の
支
援
活
動
は
、
柏
崎
市
内
を
全
戸
訪
問
し
て
の
健
康

福
祉
ニ
ー
ズ
調
査
で
し
た
。
保
健
所
の
二
階
で
は
、
全
国
各
地
か

ら
の
協
力
者
が
活
動
の
受
け
付
け
を
し
て
い
て
、
部
屋
に
は
マ
ー

カ
ー
で
区
切
ら
れ
た
大
き
な
地
図
が
は
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
私
た

ち
は
活
動
内
容
の
説
明
を
受
け
、
担
当
地
区
の
地
図
を
も
ら
い
、

調
査
を
開
始
し
ま
し
た
。

市
街
地
に
入
る
と
、
倒
壊
し
た
家
屋
が
あ
ち
こ
ち
に
見
受
け
ら

れ
ま
し
た
。
あ
る
商
店
街
は
、
立
ち
入
り
禁
止
地
域
と
書
か
れ
た

テ
ー
プ
で
一
つ
の
通
り
が
囲
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
一
瞬
の
う
ち
に

倒
壊
し
た
の
か
、
屋
根
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
家
も
あ
り
ま
し

た
。
住
ん
で
い
た
方
の
気
持
ち
は
想
像
を
絶
す
る
も
の
と
思
わ
れ

ま
し
た
。
私
が
担
当
し
た
地
区
は
、
被
害
は
少
な
か
っ
た
も
の
の
、

水
道
と
ガ
ス
が
ま
だ
止
ま
っ
た
ま
ま
で
し
た
。
井
戸
が
あ
る
家
の

方
は
「
こ
ん
な
時
は
助
け
合
い
が
大
切
」
と
言
っ
て
、
ほ
か
の
方

た
ち
に
積
極
的
に
水
を
提
供
し
て
い
ま
し
た
。
家
屋
は
無
事
で
も

「
災
害
直
後
、
家
の
中
の
状
況
は
す
さ
ま
じ
い
も
の
で
、
や
っ
と
こ

こ
ま
で
整
理
し
た
ん
で
す
よ
」
と
誰
も
が
話
し
て
い
ま
し
た
。

訪
問
調
査
は
二
人
一
組
で
実
施
し
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
方
は
、

突
然
訪
問
す
る
私
た
ち
を
快
く
受
け
入
れ
て
く
れ
ま
し
た
。
川
越

市
の
腕
章
を
見
て
、「
あ
ー
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
！
」
と
旅
の
話
を

し
て
く
れ
た
方
も
い
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
心
身
の
面
で
心
配
な

こ
と
、
支
援
に
つ
な
げ
る
必
要
の
あ
る
方
に
つ
い
て
は
家
族
の
了

解
を
得
て
、
話
を
聞
い
て
い
き
ま
し
た
。保

健
予
防
課
課
長
　
林
礼
子

新
潟
県
中
越
沖
地
震
　
派
遣
活
動
リ
ポ
ー
ト
②

柏
崎
保
健
所
到
着
、
健
康
福
祉
ニ
ー
ズ
調
査
開
始



15 広報川越№1160・2007.10.10 川越市役所・℡049－224－8811 http://www.city.kawagoe.saitama.jp/

事
例巡

回
車
で
の
さ
お
竹
の
販
売
に
関
す
る
相
談
が
、
全
国

で
増
加
し
て
い
ま
す
。

「
さ
お
竹
〜
」
と
物
売
り
の
声
で
移
動
し
な
が
ら
、「
二

本
で
千
円
」
な
ど
ど
安
価
を
強
調
し
て
呼
び
か
け
、
昼
間
、

家
に
い
る
人
の
関
心
を
引
き
ま
す
。

し
か
し
、
い
ざ
呼
び
止
め
て
購
入
し
よ
う
と
す
る
と
、

「
物
干
し
台
の
長
さ
に
合
わ
せ
て
切
っ
て
あ
げ
ま
す
」
と

勝
手
に
切
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
呼
び
か
け
と
は
別
の
商
品

を
勧
め
ら
れ
断
る
と
す
ご
ん
だ
り
し
ま
す
。
買
わ
ざ
る
を

得
な
い
状
況
に
し
て
、「
一
本
二
万
円
」
な
ど
と
、
放
送

し
て
い
た
金
額
と
は
違
う
高
額
な
請
求
を
し
て
き
ま
す
。

そ
の
場
で
代
金
を
支
払
っ
た
場
合
、
販
売
業
者
の
連
絡

先
が
わ
か
ら
な
い
た
め
、
被
害
者
を
救
済
す
る
の
は
非
常

に
困
難
で
す
。

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

①
声
を
か
け
る
の
は
慎
重
に
し
ま
し
ょ
う

②
事
前
に
値
段
を
し
っ
か
り
と
確
認
し
て
、
高
額
な
場
合

は
き
っ
ぱ
り
断
り
ま
し
ょ
う

③
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
に
商
品
を
陳
列
し
、
自
由
に
選
べ
る
場

合
は
店
舗
扱
い
に
な
る
た
め
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で

き
ま
せ
ん

＊
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
＊

■
消
費
生
活
相
談

生
活
情
報
セ
ン
タ
ー
・
市
民
相
談
室
分
室
で
行
っ
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
、
毎
月
二
十
五
日
発
行
の
広
報
川
越
・

市
民
相
談
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
生
活
情
報
セ
ン
タ
ー
（
ア
ト
レ
六
階
）
・

℡
２
２
６-

７
０
６
６

さ
お
竹
売
り
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

150

川越は、周囲

を川に囲まれた

関東ローム層の

台地にあり、豊

富な地下水に恵

まれていたた

め、昔は156か所の湧水地がありました。

かつて湧水の水辺は、ホタルやトンボが飛び交い、

アヤメやヒガンバナが咲き、人々が果実を冷やしたり、

米を研いだりする自然と人間との共存の場所でした。

やがて、都市化の進展に伴い、地表がアスファルトや

コンクリートに覆われると、雨水が地下に浸透しなく

なり、湧水地は急速に減少していきました。現在、市

内の湧水地は26か所になっています。

市では「第二次川越市環境基本計画」の施策の柱に

「湧水の復活」を掲げ、雨水の貯留浸透事業、家庭用

雨水浸透ます設置の補助や緑地の保全事業など、さま

ざまな取り組みを行っています。また、かわごえ環境

ネットなどでも、独自に湧水に関する調査や観察会、

湧水の保全活動を行っています。

降った雨は地下に浸透し、地下水となり、やがて湧

水になります。節水や雨水の一時貯留、地下浸透の施

策などを通じて、水の循環を確保し、都市化される前

に市内各所にあった湧水の復活を図ります。

市ではこれらさまざまな取り組みにより、貴重な湧

水を次の世代に引き継いでいきたいと考えています。

問い合わせ…環境政策課環境推進担当・℡内線2611

川越の環境を守るためには？
湧
ゆう

水
すい

の復活（水の循環）

消
費
生
活

消
費
生
活

消
費
生
活

レ
ポ
ー
ト

レ
ポ
ー
ト

レ
ポ
ー
ト

総
合
保
健
セ
ン
タ
ー
健
康
増
進
担
当
・
℡
２
２
９-

４
１
２
５

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
方
法

と
予
防
接
種

④
人
込
み
や
繁
華
街
へ
の
外
出
を
控

え
、
外
出
時
に
は
マ
ス
ク
を
着
用
す

るま
た
、予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
で
、

完
全
に
感
染

を
防
ぐ
こ
と

は
で
き
な
い

も
の
の
、
重

症
化
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き

ま
す
。
症
状

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
普
通
の
か
ぜ
と

は
違
い
、
三
十
八
度
以
上
の
発
熱
・
頭

痛
・
関
節
痛
な
ど
全
身
の
症
状
が
強
く

出
る
病
気
で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を

予
防
す
る
た
め
に
は
、
次
の
よ
う
な
こ

と
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

①
帰
宅
時
の
手
洗
い
、
う
が
い
を
必
ず

行
う

②
適
度
な
湿
度（
50
〜
60
パ
ー
セ
ン
ト
）

を
保
つ

③
十
分
な
休
養
と
栄
養
を
と
る

が
重
く
な
り
や
す
い
高
齢
者
や
、
持
病

の
あ
る
方
は
か
か
り
つ
け
医
と
相
談
の

う
え
、
予
防
接
種
を
受
け
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
は
十
二
月

下
旬
か
ら
三
月
上
旬
が
中
心
で
あ
る
こ

と
、
予
防
接
種
に
よ
る
効
果
が
出
る
ま

で
に
二
週
間
程
度
を
要
す
る
こ
と
か

ら
、
毎
年
十
二
月
上
旬
ま
で
に
予
防
接

種
を
済
ま
せ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

けんこう

メモ

龍池弁財天（小仙波町４丁目）龍池弁財天（小仙波町４丁目）龍池弁財天（小仙波町４丁目）
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親子で選挙を考えよう⑥
●選挙管理委員会の役割
「川越市選挙管理委員会」は、公正な選挙を行うため、市長から独立した機関として置か
れています。市議会において選挙された４人の委員により構成され、衆議院議員・参議院
議員・県知事・県議会議員・市長・市議会議員の選挙について、投票・開票の管理や選挙
人名簿の作成および管理などを行っています。また、選挙に関する事務の管理のほかに、
選挙が明るく適正に行われるよう、あらゆる機会を通して有権者の政治意識向上に努めて
います。さらに、投票の方法や選挙運動のルールなどについて知らせること、市議会の解
散請求・議員や長の解職請求などの事務を行うことも重要な役割です。

選挙管理委員会事務局・℡内線3713

児
童
・
生
徒
の
人
権
作
文
③

人
権
教
育
シ
リ
ー
ズ

わ
た
し
の
右
手
②

古
谷
小
学
校
四
年

時
ど
き
、
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
み
ん
な
よ
り
た
く
さ
ん
練

習
し
た
り
、
が
ん
ば
っ
た
り
し
な
け
れ

ば
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

わ
た
し
は
、
し
ょ
う
が
い
が
あ
っ
て

よ
か
っ
た
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
お
友
だ

ち
が
た
く
さ
ん
で
き
た
か
ら
で
す
。
そ

の
お
友
だ
ち
の
中
に
は
、
手
や
足
が
な

い
子
も
い
ま
す
。
け
れ
ど
、
と
て
も
明

る
く
元
気
で
す
。
時
ど
き
会
っ
て
い
っ

し
ょ
に
遊
ぶ
と
、と
て
も
楽
し
い
で
す
。

し
ょ
う
が
い
の
な
い
人
は
、
し
ょ
う

が
い
の
あ
る
人
の
こ
と
を
、
冷
た
い
目

で
見
た
り
、
悪
口
を
言
っ
た
り
す
る
こ

と
が
あ
る
け
れ
ど
、
わ
た
し
は
言
わ
れ

た
人
の
気
持
ち
が
わ
か
る
の
で
、
わ
た

し
は
ぜ
っ
対
に
悪
口
を
言
っ
た
り
、
い

じ
悪
を
し
た
り
し
ま
せ
ん
。

年
を
と
っ
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
に
対
し
て
も
同
じ
気

持
ち
で
す
。
だ
れ
に
で
も
、
や
さ
し
く

し
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

き
っ
と
わ
た
し
に
、
し
ょ
う
が
い
が

あ
っ
た
か
ら
、
こ
ん
な
気
持
ち
に
な
れ

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
わ
た
し
は
、
こ
の
小
さ
な

手
が
大
好
き
で
す
。

（
終
わ
り
）

こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
一
月
二
十
六
日
に
メ
ル
ト
で
開
催
さ
れ
た
、
平
成
十
八
年
度

川
越
市
人
権
教
育
実
践
報
告
会
で
発
表
し
た
、
小
中
学
生
の
人
権
作
文
を
紹
介
し
ま
す
。

県
内
に
お
け
る
パ
ト
ロ
ー

ル
な
ど
の
防
犯
活
動
を
行
っ

て
い
る
自
主
防
犯
団
体
の
数

は
、
昨
年
六
月
に
全
国
一
位

と
な
り
ま
し
た
。
現
在
は
、

四
千
百
四
十
七
の
グ
ル
ー
プ

が
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

市
内
で
も
、
二
百
九
十
の

自
治
会
の
う
ち
、
二
百
三
十

七
の
自
治
会
が
中
心
と
な
っ

て
、
地
域
防
犯
推
進
委
員
・
青
少
年
を
育
て
る
市
民
会

議
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
子
ど
も
会
育
成
会
な
ど
の
皆
さ
ん
が
連

携
し
て
、
児
童
へ
の
見
守
り
活
動
や
地
域
の
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

安
全
で
安
心
な
防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
す
る
に

は
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
防
犯
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
家
庭
や
近
所
、
地
域
の
み
ん
な
で
防
犯
に
つ

い
て
話
し
合
い
、「
小
江
戸
川
越
防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
…
安
全
安
心
生
活
課
防
犯
推
進
担
当

℡
内
線
２
４
７
１

生
涯
学
習
課
人
権
教
育
担
当
・
℡
内
線
２
８
４
６

小
江
戸
川
越
防
犯
け
い
は
つ
隊（
自
治
会
に
よ
る
活
動
）

「小江戸川越防犯のまちづくり情報」
メール配信サービス実施中
kawagoe.bouhan@mpme.jp
＊登録を希望する方は、空メールを
送信してください。

平
成
十
八
年
度
川
越
市
明
る
い
選
挙
啓
発

書
道
コ
ン
ク
ー
ル
金
賞
作
品

高階地区防犯パトロールの様子高階地区防犯パトロールの様子高階地区防犯パトロールの様子



短
　
歌

四
元
仰
・
選

介
護
す
る
己お

の

が
心
の
乱
れ
き
て
荒
き
言こ

と

葉ば

の
出い

ず
る
悲
し
さ

大
森
繁
子(

小
堤)

庭
隅
に
母
の
植
え
く
れ
し
蕗ふ

き

・
茗

み
ょ
う

荷が

抱
え
る
ほ
ど
の
収
穫
の
あ
り

小
名
木
た
か
子(

豊
田
本)

照
明
を
浴
び
て
舞
台
に
立
ち
お
れ
ば
緊
張
感
が
心
地
良よ

き
か
な

山
増
幹
子(

久
保
町)

艶つ
や

や
か
な
紫
紺
の
茄な

子す

を
手
の
平ひ

ら

に
く
き
く
き
鳴
ら
す
夏
の
厨

く
り
や

に

山
田
伊
佐(

山
田)

夏
の
日
ぐ
れ
夕
顔
の
花
眺
め
つ
つ
猛
暑
を
忘
れ
心
や
す
ら
ぐ

粗
田
慶
子(

中
原
町
二
丁
目)

俳
　
句

石
川
俊
一
・
選

は
ま
な
す
や
足あ

裏う
ら

に
や
す
き
砂
の
音

得
瀬
チ
エ
子(

東
田
町)

日
の
本
の
村
消
え
ゆ
け
り
祭

ま
つ
り

笛

鈴
木
昭
司(

野
田)

秋
風
や
百
万
石
の
な
ま
こ
壁

得
田
百
合(

宮
下
町
二
丁
目
）

初
秋
の
風
吹
き
入
り
ぬ
厨
窓

安
達
典
代(

広
谷
新
町
）

盆
用
意
卒
寿
の
母
に
教
わ
り
ぬ

松
本
良
子(

神
明
町)

川
　
柳

小
川
正
夫
・
選

食
欲
の
秋
に
挫
折
の
ダ
イ
エ
ッ
ト

武
島
征
一
郎(

今
福)

故ふ
る

郷さ
と

の
便
り
に
四
季
を
想お

も

い
出
す

北
川
ふ
じ
子(

三
久
保
町)

ス
ー
パ
ー
に
入
り
猛
暑
に
涼
を
と
る

岩
永
一
太
郎(

上
戸
新
町)

川
越
の
ナ
ン
バ
ー
が
行
く
蔵
の
町

粟
飯
原
勇(

古
谷
上)

孫
の
笑
み
い
つ
も
財
布
が
ゆ
る
み
が
ち

渡
　
鏡
子(

霞
ケ
関
北
四
丁
目
）

応募方法（12月掲載分は10月31日戚必着）
●短歌部門＝当季雑詠３首まで、俳句部門＝
当季雑詠２句まで、川柳部門＝雑詠３句まで
●市内在住・未発表・創作のもの・かい書で
明記・すべての漢字にふりがなを付ける・作
品の返却なし・掲載時に選者が手を加える場
合あり
●ハガキに部門・作品・住所・氏名（ふりが
な）・年齢・電話番号を明記し、〒350－
8601川越市役所広報室

「
せ
え
の
。」

大
塔
の
一い

ち

番ば
ん

下
が
立
っ
た
。
次

に
私
の
い
る
二
段
目
も
立
っ
た
。

も
う
私
は
足
が
ぶ
る
ぶ
る
と
ゆ
れ

て
い
る
。
一
番
上
が
立
っ
た
。
大

成
功
。

「
こ
れ
が
本
番
だ
っ
た
ら
な
ぁ
。」

と
私
は
、
友
達
に
話
し
か
け
た
。

友
達
も
う
な
ず
い
た
。
私
は
一
番

下
の
人
の
こ
と
を
思
う
と
、
大た

い

変へ
ん

だ
な
ぁ
と
私
ま
で
足
が
痛
く
な
っ

て
く
る
。

五
年
生
の
時
は
、
六
年
生
の
周

り
で
ブ
リ
ッ
ジ
や
Ｖ
字
バ
ラ
ン

ス
、
肩
倒
立
な
ど
を
夢
中
で
や
っ

て
い
た
。
だ
か
ら
、
六
年
生
が
ど

れ
だ
け
き
つ
い
の
か
な
ど
、
ま
っ

た
く
分わ

か
ら
な
か
っ
た
。
去
年
は

大
成
功
し
て
い
た
。

「
す
ご
ー
い
。」

な
ど
の
歓
声
が
き
こ
え
て
き
た
。

は
く
手
も
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。
私

は
、
来
年
も
ぜ
っ
た
い
成
功
さ
せ

る
と
思
っ
て
い
た
の
で
や
る
気
ま

ん
ま
ん
だ
っ
た
。

で
も
、
六
年
生
に
な
っ
た
今
の

私
は
、
す
ぐ
上
か
ら
お
ち
て
し
ま

う
の
で
、
正
直
心
配
だ
。
で
も
、

こ
の
よ
う
な
時
、

「
ド
ン
マ
イ
、
次
が
ん
ば
ろ
う
。」

と
、友
達
が
声
を
か
け
て
く
れ
る
。

こ
ん
な
時
こ
そ
、
友
達
が
い
て
よ

か
っ
た
な
ぁ
と
思
う
。
私
は
、
み

ん
な
が
声
を
か
け
る
と
、
ど
ん
ど

ん
や
る
気
が
出
て
く
る
。
う
れ
し

い
気
分
に
な
る
。
組
体
操
は
、
み

ん
な
と
心
を
一
つ
に
し
な
い
と
で

き
な
い
ん
だ
。
本
番
も
友
達
と
声

を
か
け
あ
い
、
が
ん
ば
っ
て
成
功

さ
せ
た
い
。

＊
ふ
り
が
な
は
広
報
室
で
付
け
ま
し
た
。

組
体
操

武
蔵
野
小
学
校
六
年
　
　
山や

ま

浦う
ら

桃も
も

222

取材の行

き帰りに、

道端や畑な

どで写真の

ような白い

小さな花を

見つける機

会が多く、「これは何の花だろう？」

と、気になっていました。取材の帰

り道に吉
よし

田
だ

の小畔川沿いでこの白い

花を見つけ、撮ったのが上の写真で

す。図鑑などで調べてみると、これ

はニラの花とわかりました。

あらためて葉を見ると、細くて長

く、確かにスーパーなどで見るニラ

の葉です。１cmほどのかわいらし

い花とニラが結びつくとは思いもよ

りませんでした。

どこから種が飛んできたのでしょ

うか。根をはり、雑草の間から顔を

出したニラの花。小さいながらもた

くましさを感じました。

ニラ
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か
と
考
え
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
昨
年

第
一
回
目
の
制
作
展

を
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
」
と
同

公
民
館
長
の
鈴す

ず

木き

幸ゆ
き

夫お

さ
ん
（
74
歳
・
六

軒
町
一
丁
目
）。

同
公
民
館
は
、
六

軒
町
一
丁
目
・
二
丁

目
の
自
治
会
が
合
同

で
管
理
運
営
し
て
い
ま
す
。
同
町
で
は
、
公
民
館
と
育

成
会
な
ど
が
積
極
的
に
協
力
し
て
催
し
を
行
っ
て
い
ま

す
。
公
民
館
が
主
催
で
行
っ
て
い
る
、
夏
の
盆
踊
り
や

冬
の
も
ち
つ
き
大
会
な
ど
は
、
育
成
会
が
協
力
し
て
、

多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
。
ま
た
、
夏
休
み
の
ラ
ジ

オ
体
操
な
ど
は
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
、
高
齢
者
も

参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
高
齢
者
か
ら
子
ど

も
ま
で
多
く
の
皆
さ
ん
が
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
に
参
加

し
、
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。
各
世
代
が
催
し
を
通
じ

て
ふ
れ
あ
う
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
大
人
た
ち
が
子
ど

も
た
ち
と
知
り
合
い
、
声
掛
け
を
行
う
な
ど
、
地
域
の

防
犯
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
世
代
を
超
え
た
交

流
を
深
め
て
い
け
る
よ
う
に
、
公
民
館
活
動
は
続
い
て

い
き
ま
す
。
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九
月
十
五
日
か
ら
十
七
日
ま
で
の
三
日
間
、
六
軒
町
連
合
公
民
館
主
催
「
第
二

回
全
世
代
交
流
制
作
展
」
が
、
六
軒
町
連
合
公
民
館
（
六ろ

っ

軒け
ん

町ま
ち

一
丁
目
）
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
同
制
作
展
に
は
、
写
真
・
手
芸
・
粘
土
細
工
・
書
道
な
ど
、
六
軒
町

一
丁
目
・
二
丁
目
に
住
ん
で
い
る
四
歳
か
ら
九
十
歳
の
皆
さ
ん
が
作
成
し
た
、
趣

向
を
凝
ら
し
た
作
品
が
九
十
六
点
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

取
材
当
日
は
、
町
内
外
の
皆
さ
ん
が
会
場
に
訪
れ
、

作
品
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。「
趣
味
で
作
っ
て
い
る

物
を
発
表
す
る
場
は
あ
ま
り
な
い
の
で
、
皆
さ
ん
に
自

分
で
作
っ
た
作
品
を
見
て
も
ら
え
る
の
は
う
れ
し
い
で

す
ね
。
ま
た
、
孫
も
い
っ
し
ょ
に
作
品
を
展
示
し
た
こ

と
で
、
以
前
に
も
増
し
て
会
話
が
増
え
ま
し
た
」
と
手

芸
に
よ
る
作
品
を
出
展
し
た
石い

し

山や
ま

か
つ
さ
ん
（
84
歳
・

六
軒
町
二
丁
目
）。
孫
の
石
山
美み

里さ
と

さ
ん
（
15
歳
）
は
、

「
中
学
生
最
後
の
思
い
出
に
作
品
を
出
し
ま
し
た
」
と

照
れ
な
が
ら
話
し
て
い
ま
し
た
。

同
制
作
展
は
、
高
齢
者
か
ら
子
ど
も
ま
で
が
、
同
じ

活
動
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
に
と
開
催
し

ま
し
た
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
の
皆
さ
ん
の
日
ご

ろ
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
隠
さ
れ
た
技
術
や
才
能
の
、

発
表
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
以
前
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
の
大
会
で
、
高

齢
者
か
ら
若
者
ま
で

が
い
っ
し
ょ
に
プ
レ

ー
を
し
ま
し
た
。
世

代
を
超
え
て
行
っ
た

大
会
は
と
て
も
楽
し

く
感
じ
、そ
れ
以
来
、

運
動
だ
け
で
は
な

く
、
文
化
の
面
で
も

各
世
代
間
の
交
流
が

必
要
な
の
で
は
な
い

親子３世代で、石山美里さんが出展した書「川越祭り」「雲海」を鑑賞

作品の受け付けを行う、育成会・民生委員の皆さん

さまざまな世代の皆さんが見学に来ました

表
通
り
裏
通
り

交
流
を
は
ぐ
く
む
作
品



西
垣
さ
ん
は
、
八

月
に
カ
ナ
ダ
で
行
わ

れ
た
世
界
バ
ト
ン
ト

ワ
リ
ン
グ
選
手
権
大

会
女
子
ジ
ュ
ニ
ア
部

門
で
三
位
に
入
り
ま

し
た
。

バ
ト
ン
を
始
め
た
の
は
、
小
学
一
年
生
の
と
き
。
二
歳

年
上
の
姉
の
知と

も

枝え

さ
ん
が
や
っ
て
い
た
の
を
見
て
、
始
め

ま
し
た
。
現
在
、
バ
ト
ン
の
練
習
は
週
六
日
、
そ
の
う
ち

土
・
日
曜
日
は
サ
ン
ラ
イ
フ
川
越
の
体
育
館
で
約
六
時
間

ず
つ
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
週
一
日
は
、
演
技
の
動
き

の
基
本
と
な
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
を
習
っ
て
い
ま
す
。

好
き
な
技
は
、「
エ
ー
リ
ア
ル
」
と
い
っ
て
、
バ
ト
ン
を

高
く
投
げ
て
、
体
を
回
転
さ
せ
な
が
ら
落
ち
て
く
る
バ
ト

ン
を
取
る
技
。
練
習
で
は
、
約
十
二
メ
ー
ト
ル
あ
る
体
育

館
の
天
井
に
、
バ
ト
ン
が
届
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

「
バ
ト
ン
と
体
の
動
き
を
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
、
大
き

く
美
し
く
見
え
る
か
、
考
え
な
が
ら
演
技
を
す
る
の
が
楽

し
い
で
す
」
と
西
垣
さ
ん
。
練

習
を
共
に
し
、
世
界
大
会
女
子

シ
ニ
ア
部
門
で
優
勝
し
た
飯い

い

島じ
ま

友ゆ

美み

さ
ん
の
よ
う
に
、
世
界
大

会
で
の
優
勝
を
目
指
し
、
練
習

を
続
け
て
い
き
ま
す
。

川越市の面積は109.16椙

まちのできごと 109
ト ー ク

パレット

西に
し

垣が
き

直な
お

美み

さ
ん
（
16
歳
・
小こ

仙せ
ん

波ば

町ま
ち

四
丁
目
）

人

川

越
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きらびやかな服装でタイのダンス
９月23日、日タイ修好120周年記念イベントがクラッセ川越で行われま

した。このイベントは、「日タイ修好宣言」により正式に国交が開かれてか

ら120年を迎え、日・タイ文

化交流川越市民実行委員会の

主催で開催されました。当日

は、タイ大使館の皆さんなど

も参加。会場には約500人が訪れ、タイの観光地などを紹介

するパネル展示、ローイ・クラトン（灯ろう作り）体験教

室、タイのダンスや日本の祭り囃子などが披露されました。

会場では、タイ文化を肌で感じることができました。

同大会女子シニア部門で優勝した
飯島さん（右）と西垣さん（左）

ポーズを決める西垣さん

ローイ・クラトン体験教室に参加した皆さん

市内在住の方も参加した、 異国情緒あふれるタイのダンス

小江戸の徳川家康が大江戸に見参！
９月29日、日比谷公園（千

ち

代
よ

田
だ

区）周辺で行われた江戸天下

祭に、脇
わき

田
た

町
まち

・徳
とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

の山車が参加しました。当日は、関東各

地から山車が14台・みこしが９台集結。午後４時に日比谷公園

を出発し、丸ビルまでの約２㎞にわたって山車が順行しました。

丸の内のオフィス街を通る家康の山車は、どこか誇らしげ。勇

壮さとけんらんさは、多くの観光客の目を引きつけます。丸ビル

前では、飯
はん

能
のう

市原
はら

町
まち

自治会・神
じん

武
む

天皇の

山車と曳
ひ

っかわせを行い、ひときわ大き

な歓声がわき起こりました。山車の前後

では、パンフレットを配って川越まつり

のＰＲも忘れません。受け取った皆さん

の興味深げな顔に、川越まつりへの観光

客の増加も期待できそうです。
川越まつりのパンフレッ
トを配布する舟橋市長 高層ビルの谷間を順行する、徳川家康の山車



ま
ち
の
中
に
あ
る
美
術
作
品
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
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昔
は
ど
の
家
に
も
あ
っ
た
井
戸
。
あ
ま
り
見
か
け
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
川
越
の
水
は
味
が
よ
く
評
判

で
し
た
。
水
を
大
切
に
し
て
い
た
た
め
、「
井
戸
を
汚
す

と
井
戸
神
様
に
し
か
ら
れ
る
よ
」
と
子
ど
も
の
こ
ろ
言
わ

れ
た
も
の
で
す
。
年
に
何
回
か
は
「
井
戸
替
え
」
と
い
っ

て
、
井
戸
の
底
を
掃
除
し
て
美
し
さ
を
保
ち
ま
し
た
。

使
わ
な
く
な
っ
た
井
戸
を
埋
め
戻
す
と
き
は
、
金
ぱ
く

と
銀
ぱ
く
を
一
枚
ず
つ
井
戸
の
中
に
落
と
し
、
節
を
抜
い

た
竹
を
一
本
通
し
て
、
井
戸
が
息
を
で
き
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
家
に
出
入
り
し
て
い
る
と
び
職
が
、
て

い
ね
い
に
土
を
入
れ
た
も
の
で
す
。
自
然
の
恵
み
に
対
す

る
い
け
い
の
念
が
そ
う
さ
せ
た
の
で
し
ょ
う
。

＊
文
化
財
保
護
協
会
顧
問
・
宮み

や

岡お
か

正
し
ょ
う

一い
ち

郎ろ
う

さ
ん
か
ら
伺
っ
た

話
を
、
広
報
室
が
ま
と
め
ま
し
た
。

小
江
戸
の
な
ら
わ
し
・
そ
の
七

川越ならではの
礼儀作法など

井
戸

や
ま
ぶ
き
会
館
の
舞
台
に
使
わ
れ
て
い
る
ど
ん
ち
ょ
う
に
は
、
川

越
ま
つ
り
の
山
車
が
二
台
向
き
合
い
、
曳ひ

っ
か
わ
せ
を
行
っ
て
い
る

様
子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
ち
ょ
う
ち
ん
に
明
か
り
が
と
も
さ
れ
て

い
て
、
夜
の
曳
っ
か
わ
せ
の
よ
う
で
す
。
舞
台
に
向
か
っ
て
右
側
の

山
車
の
舞
い
は
き
つ
ね
、
も
う
一
方
は
猿
の
面
を
着
け
て
い
ま
す
。

山
車
の
周
り
で
は
曳
き
手
が
双
方
入
り
乱
れ
、
町
名
入
り
の
ち
ょ
う

ち
ん
を
さ
ま
ざ
ま
な
方
向
に
向
け
て
高
く
掲
げ
て
い
ま
す
。
大
き
な

歓
声
に
包
ま
れ
る
中
、
囃
子
の
競
演
が
行
わ
れ
、
祭
り
は
最
高
の
盛

り
上
が
り
を
迎
え
よ
う
と
し

て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

ど
ん
ち
ょ
う
を
見
て
い
る

と
、
こ
と
し
の
川
越
ま
つ
り

が
待
ち
遠
し
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。

55

ア
ー
ト
な

越
川

川越城が築城されて550年目のことし、
さまざまな記念イベントが行われます

川越城築城550年

表紙
昨年の川越まつりの様子
（市役所本庁舎前の山車ぞろい）
ことしの川越まつりは、10月20

日析・21日隻に開催されます。祭

りには、16台の山車が参加。両日、

午後２時から市役所前で山車ぞろい

が行われます。一度に多くの山車を

見ることができるので、各町自慢の

山車や囃子の違いを楽しんでみては

いかがでしょうか。参加する山車な

ど、詳しくは８ページ・９ページを

ご覧ください。

至
一
番
街

市立図書館

川越小学校

至市役所至裁判所

川越市
市民会館

やまぶき会館


